
・車種判別センサーで「車種」と「大きさ」を自動的に判別し、
　車に合わせた最適な洗車を可能にしました。
・洗車に伴うスタッフの負担軽減と業務の効率化を強力サポート！

・検査ラインとの連動で車両を6台のカメラで自動撮影し、お客様
  の管理と共にコンプライアンスを強化します。
・カメラは最大12台までの接続が可能です。

ビッグウォッシャー  アバンザードCS-Photo α6
検査車両撮影システム 大型車両用門型洗車機

使用水量の大幅削
減！

ラクに・エコに・
キレイに！！検査時に車両を自

動撮影！

顧客・車両管理を強
力バックアップ！！

本社 /〒113-0034 東京都文京区湯島 3-26-9
Tel.03-3833-6110 Fax.03-5688-7074販売元 http://www.iyasaka.co.jp
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交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

122
（＋8）

44
（−7）

27
（−2）

4
（−1）

197
（−2）

交通事故死者数（人）

10月31日現在 11月14日現在

2,531
（−265）

2,692
（−261）

全国の死亡
事故件数

2,466
（−266）

令和元年10月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 4,912 94.2%

一　般 ― 97.4%
宅配便（千個） 327,487 98.2%

輸送統計
令和元年8月分
▶国土交通省調べ

発行所公益社団法人

※紙面に関する問い合わせは広報室まで（会員の購読料は会費に含みます）

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

☎（03）3354-1029（総務部広報室）
http://www.jta.or.jp
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総
会
で
は
冒
頭
︑
細
田
自

民
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連
会
長
が

あ
い
さ
つ
に
立
ち
︑﹁
米
中
貿

易
摩
擦
な
ど
も
あ
り
︑
我
が

国
経
済
に
は
い
く
ぶ
ん
翳
り

が
み
ら
れ
る
︒
今
後
の
経
済

状
況
を
見
据
え
つ
つ
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
健
全
な
発

展
を
図
っ
て
い
く
た
め
の
対

応
を
誤
ら
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂と
述
べ
た
︒

　

引
き
続
き
︑
坂
本
全
ト
協

会
長
が
︑﹁
全
国
で
働
い
て

お
ら
れ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
︑

意
気
揚
々
と
仕
事
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
労

働
環
境
に
し
て
い
く
た
め
に
︑

議
員
立
法
と
い
う
形
で
改
正

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
を

成
立
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
︒

事
業
法
改
正
に
向
け
た
作
業

は
困
難
な
も
の
だ
が
︑﹃
難

産
な
子
は
健
康
に
育
つ
﹄
と

も
言
わ
れ
る
よ
う
に
︑
改
正

事
業
法
が
国
家
・
国
民
の
た

め
に
な
る
も
の
と
な
る
よ
う
︑

我
々
と
し
て
も
精
一
杯
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
﹂
と
力

強
く
述
べ
た
︒

　

引
き
続
き
︑
坂
本
全
ト
協

会
長
か
ら
説
明
さ
れ
た
﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
最

重
点
要
望
事
項
﹂（
表
）
に

つ
い
て
︑
一
見
勝
之
国
土
交

通
省
自
動
車
局
長
︑
山
本
巧

国
交
省
道
路
局
高
速
道
路
課

長
︑
松
本
貴
久
厚
生
労
働
省

大
臣
官
房
審
議
官
か
ら
行
政

の
対
応
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
を
取
り
巻
く
諸
課

題
を
解
決
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
環
境
改
善
を
実
現
す

る
た
め
に
︑
今
後
も
精
力
的

に
要
望
活
動
を
展
開
し
て
い

く
︒

　

令
和
元
年
秋
の
叙
勲
受
章

者
が
︑
11
月
３
日
付
で
発
表

さ
れ
た
︒

　

受
章
者
の
う
ち
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
か
ら
は
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
辻
卓
史
副

会
長
が
旭
日
中
綬
章
を
受
章

し
た
︒

　

な
お
︑
中
綬
章
以
下
の
受

章
者
の
伝
達
式
は
︑
12
月
11

日
に
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

で
行
わ
れ
る
︒

　
【
叙
勲
】

◎
旭
日
中
綬
章

▽
辻　

卓
史
（
つ
じ
・
た
か

し
）
氏
・
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
副
会
長
︑
鴻
池
運
輸
㈱

会
長
︑
兵
庫
県
・
77
歳

 １：事業者が遵守すべき事項の明確化 
⑴ 輸送の安全に係る義務の明確化　

①トラックの定期的な点検・整備の実施等（全事業者）
トラックの定期的な点検・整備の他、トラックの安全性を確保する
ために必要なことを国の定める基準に沿って行わなければならな
いことが法律上明確化されました。

⑵ 事業の適確な遂行のため守るべき義務の新設
①車庫の整備・管理（全事業者）
保有する全てのトラックを収容し、そのトラックの点検と整備を適
切に行うために十分な規模の車庫を備えなければならないこと
が、法律上明確化されました。

②健康保険法等により納付義務を負う保険料等の納付
　（全事業者）
健康保険法等により納付義務を負う保険料等を納付するととも
に、貨物の運送に関し支払う可能性のある損害賠償の支払い
能力を持っていなければいけないことが、法律上明確化されまし
た。

 ２：規制の適正化 
⑴ 約款の認可基準の明確化

①適正運賃及び料金の収受（全事業者）
「運送約款」には、運送の対価としての「運賃」と運送以外の
サービス（客先での荷待ちや荷役作業など）の対価としての「料
金」を区別して受け取ることが明確に書かれていなければなりま
せん。
※令和元年10月31日までに約款の認可を受けている事業者が、
運賃と料金の区別が不明確な約款を使用している場合につい
ては、平成 29 年 11月に改正された標準運送約款や運賃と
料金の区別を明確にした独自約款への移行が推奨されていま
す。

⑵ 事業許可の基準の明確化
①事業計画の変更（全事業者）
各営業所に配置するトラック台数を変更する場合、改正前は事

前に届出を行うだけでしたが、改正後は国の定める基準に適合
しないおそれがある場合、変更の認可を受けなければならなくな
ります（表２・３参照）。

②安全性確保（全事業者）
事業の計画が、過労運転の防止などに加えて、トラックの安全
性も確保することができる内容になっているか、審査基準が一部
詳細化されました。

③事業の継続遂行のための計画（全事業者）
事業の計画が、事業を継続して遂行することができるように、車
庫の規模などが適切な内容になっているか、審査基準が一部詳
細化されました。

④事業の継続遂行のための経済的基礎（全事業者）
事業の計画が、事業を継続して遂行することができるように、経
済的基礎やその他の能力などが適切な内容になっているか、審
査基準が一部詳細化されました。

⑶ 欠格期間の延長等
①欠格期間の延長（法令違反者等）
法令に違反するなどして「事業許可の取消」を受けた場合、こ
れまでは事業に再参入することができない期間（欠格期間）が
２年間でしたが、改正後は５年間、事業を行うことができなくなり
ました。

②処分逃れのための自主廃業を行った者の参入制限
　（法令違反者等）
処分逃れを目的に自主的な廃業を行った場合は、「事業許可の
取消」を受けないため、改正前はすぐに事業に再参入すること
ができましたが、改正後は「事業許可の取消」と同じように５年
間、新たに事業許可を受けることができなくなりました。
また、改正前は廃業の届出を事後提出することになっていました
が、改正後は廃業の30日前までに届出を提出しなければならな
くなりました（休止の場合も同様）。

③密接関係者が許可の取消処分を受けた者の参入制限
　（法令違反者等）
親会社、グループ会社、子会社などのいわゆる「密接関係者」
が５年以内に「事業許可の取消」を受けている場合、新たに
事業許可を受けることができなくなります。

 11 月 1日より施行された事業法改正事項の詳細表１

表
３
の
基
準
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
ま
す

　改正貨物自動車運送事業法について、「事業者が遵守す
べき事項の明確化」「規制の適正化」が11月１日に施行さ
れている。ここでは、主な改正内容について紹介する。

　なお、全日本トラック協会では、事業法の改正ポイントを
分かりやすくまとめた解説資料を全ト協ホームページに掲載
している。

表２

トラック台数の変更時に「認可」が必要となる場合も

表３

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
11
月
14
日
、
自
由
民
主
党
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
（
細
田
博
之
会
長
）
総
会
に

出
席
し
、
坂
本
克
己
会
長
が
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
現
状

や
最
重
点
要
望
事
項
を
説
明
し
た
。

　
細
田
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連
会
長
は
要
望
を
受
け
、「
業

界
の
皆
様
か
ら
の
要
望
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
一
致
結
束

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
応
じ
た
。

改正貨物自動車運送事業法
「遵守事項の明確化・規制の適正化」11月1日から施行

自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連
に
対
し
要
望
事
項
を
説
明

「
業
界
の
要
望
実
現
へ
一
致
結
束
し
て
取
り
組
む
」
細
田
会
長
応
じ
る

全ト協

出席議員に対し、業界からの要望事項を説明する坂本全ト協会長（11月14日、
自民党本部）

坂本克己全ト協会長

表　自民党トラック輸送振興議員連盟総会
「トラック運送業界からの最重点要望事項」

①�大口・多頻度割引50％枠の堅持等高速道路料金
の更なる引下げ
②�道路の積極的な活用に向けた諸施策の実現
③働き方改革実現のための諸対策の推進
④自動車関係諸税の簡素化・軽減の実現

旭日中綬章
辻　卓史氏

令和元年秋の叙勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

辻
副
会
長
に
旭
日
中
綬
章

細田　博之
自民党トラック議連会長
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法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～灯火編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	 	自動車は、夜間、道路を通行する際は、前照灯、車幅灯、尾灯、番号灯、
室内照明灯（乗合自動車のみ）を点灯しなければならない。（	○・×	）

❷	 	夜間に対向車とすれ違うときは、必要に応じて前照灯を減光するか下向き
に切り替える。（	○・×	）

❸	 	昼間でもトンネルの中など100メートル先（高速道路では200メートル
先）が見えないような場所を走行するときは、前照灯などを点灯しなけれ
ばならない。（	○・×	）

❹	 	一般道路において、夜間にやむを得ず道路に駐停車するときは、非常点滅
表示灯及び尾灯を点灯する。（	○・×	）

❺	 	見通しの悪い交差点やカーブの手前では、前照灯を上下に切り替えるなど
して、他の車や歩行者に自車の接近を知らせるとよい。（	○・×	）

（解答は７面）

実践しよう“エコドライブ”
〔第91回〕

　国土交通省や警察庁、環境省等で構成するエコドライブ普及
連絡会では、行楽シーズンで車の利用が多くなる11月を「エコド
ライブ推進月間」として、普及促進を図っています。
　トラック運送業界は、大量の化石燃料を使用し、地球温暖化の
原因となる二酸化炭素（CO２）を多く排出しており、燃料使用量
の削減が課題となっています。その燃料の削減において大きな効
果をもたらすのがエコドライブです。
　無駄なアイドリングを止め、エンジンの空ぶかし、急発進など
の乱暴な運転をしないことはもちろん、穏やかな運転を心がける
ことで、安全性の向上に繋がりますから、積極的に実践していき
ましょう。

●トラック業界の現状とエコドライブのメリット

Ａさん「11月は『エコドライブ推進月間』として、関係省庁がエコ
ドライブの実践を呼びかけているね」

Ｂさん「会社でも、この時期は特に点呼の際、エコドライブの励
行を呼びかけているよ」

Ａさん「トラック運送業界が使用する燃料は、年間1,500万㎘を
超えており、地球温暖化の原因となるCO２の排出量の
3％以上を占めている。だから、業界を挙げて燃料使用
量の削減に取り組む必要があるんだ」

Ｂさん「燃料の削減だけではなく、エコドライブには様々なメリッ
トがあるよね」

Ａさん「そうだね。僕が考える主なものは次の４つ。1つ目は、今
話したCO２や排出ガス削減による『環境保全への寄
与』、2つ目はゆとりある運転による『交通事故の削
減』、3つ目は燃料費やタイヤの交換などの『運行費の節
約』、4つ目はエンジン、ブレーキの損耗が抑えられるこ
とによる『修繕費の節約』だね」

Ｂさん「つまり、環境、安全、経営のいずれにもメリットがあると
いうことだね。ところで、エコドライブについて、具体的
にはどんなことをやっているの」

●エコドライブの実践ポイント

Ａさん「まず、穏やかな発進と加速だね。必要以上にエンジンの
回転数を上げない。次に、早めのシフトアップ。低速ギア
のままスピードを上げていくと、エンジンの回転数が高
くなり、燃費が悪化するんだ」

Ｂさん「例えば、大型車の場合、５速でなく４速といった１段低い
ギアで走行すると、燃費がかなり悪くなるといわれてい
るね」

Ａさん「続いて、定速走行。定速走行するために、先をよく見通す
とともに、十分な車間距離をとる必要があるから、事故
防止にも繋がるよ。また、ディーゼル車は、エンジンブ
レーキの状態ではエンジンに燃料がいかないので、燃料
は消費されない。それを利用して、下り坂や信号の手前
では早めにエンジンブレーキで減速することも、燃料節
約と交通事故防止に繋がるよ。このほかにも、信号や交
通状況の変化などを早めに見越した予知運転で、なるべ
く停止・発進を繰り返さない運転を心がけているよ」

Ｂさん「僕は円滑な交通の流れを乱すことなく、できるだけエン
ジンが低回転数で効率よく走ることのできるスピードを
意識している」

Ａさん「経済速度のことだね。時速50kmが経済速度なのに、時
速60kmで走行すると、燃費が悪くなる。だから経済速
度を意識して、スピードの抑止や無駄な追越しをしない
ようにしているよ。それから、空ぶかしも燃料の無駄遣

いになるので注意しているよ」

●エコドライブには車両点検も不可欠

Ｂさん「それと、日頃からの点検整備も欠かせないね」
Ａさん「そうだね。例えば、エア・クリーナーが目詰まりを起こす

と、燃費が悪化するしね」
Ｂさん「エンジンオイルも劣化すると、エンジンを傷めるだけで

なく、燃費にも影響するから、適切に交換しないといけ
ないね」

Ａさん「タイヤの空気圧を適正に保っておくことも重要だね。エ
コドライブというと身構えてしまうけれども、運転の基
本というべきことばかりだね」

Ｂさん「そうだね。ドライバーみんながエコドライブに取り組むこ
とで、環境・安全・経営へのメリットはもちろん、トラック
ドライバーのイメージアップにも繋げていきたいね」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会（
結
城
賢
進
部
会
長
）

は
11
月
11
日
︑
令
和
元
年
度

第
２
回
﹁
全
国
代
表
者
協
議

会
﹂
を
開
催
︒
結
城
青
年
部

会
長
に
よ
る
開
会
あ
い
さ
つ

の
後
︑
坂
本
克
己
全
ト
協
会

長
︑
田
中
亨
全
ト
協
副
会
長

が
全
国
か
ら
参
集
し
た
次
代

の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
担

う
青
年
部
会
の
代
表
者
た
ち

を
激
励
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
ブ
ロ
ッ
ク

別
活
動
紹
介
②
社
会
貢
献
活

動
③
全
国
大
会
④
青
年
経
営

者
等
に
よ
る
顕
彰
事
業
の
応

募
状
況
︱
︱
等
に
つ
い
て
報

告
が
行
わ
れ
た
︒

　

③
の
全
国
大
会
に
つ
い
て

は
︑令
和
２
年
２
月
21
日
に
︑

東
京
都
新
宿
区
の
京
王
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
︒
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
に
取
り
組
む
た

め
︑
大
会
資
料
を
デ
ー
タ
配

信
す
る
試
み
を
行
う
こ
と
と

し
た
︒
ま
た
︑
④
の
青
年
経

営
者
等
に
よ
る
顕
彰
に
つ
い

て
は
︑
12
月
５
日
開
催
予
定

の
審
査
委
員
会
後
に
受
賞
者

１
月
10
日
ま
で
「
正
し
い

運
転
・
明
る
い
輸
送
運
動
」

実
施飲

酒
運
転
の
根
絶
目
指
す

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
11
月
16
日
㈯
か
ら
令
和

２
年
１
月
10
日
㈮
ま
で
︑
第

59
回
﹁
正
し
い
運
転
・
明
る

い
輸
送
運
動
﹂を
実
施
す
る
︒

　

同
運
動
は
︑
交
通
・
労
働

災
害
事
故
の
防
止
︑
環
境
保

全
お
よ
び
輸
送
秩
序
の
確
立

に
よ
り
︑
円
滑
な
輸
送
の
達

成
を
図
り
︑
年
末
年
始
の
輸

送
繁
忙
期
に
お
け
る
安
全
︑

安
心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

す
る
も
の
︒

　

重
点
項
目
は
︑
①
飲
酒
運

転
の
根
絶
︑
②
追
突
事
故
お

よ
び
交
差
点
に
お
け
る
事
故

防
止
の
徹
底
︑
③
過
労
運
転

防
止
の
徹
底
︑
④
確
実
な
点

呼
の
実
施
︑
⑤
携
帯
・
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
禁
止
の

徹
底
︑
⑥
健
康
診
断
の
受
診

の
徹
底
︱
︱
の
６
項
目
︒

　

近
年
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

運
転
者
に
よ
る
飲
酒
運
転
事

故
件
数
が
増
加
傾
向
で
あ
る

こ
と
を
受
け
︑
今
回
の
実
施

計
画
で
は
﹁
飲
酒
運
転
の
根

絶
﹂
を
重
点
項
目
の
ト
ッ
プ

に
掲
げ
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み

を
強
化
す
る
︒

中
央
近
代
化
基
金　
　
　

　
　
　
「
激
甚
災
害
融
資
」

融
資
推
薦
申
込
を
公
募

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
現
在
︑
中
央
近
代
化
基
金

﹁
激
甚
災
害
融
資
﹂
の
申
込

受
付
を
実
施
し
て
い
る
︒

　
﹁
令
和
元
年
８
月
13
日
か

ら
９
月
24
日
ま
で
の
間
の
暴

風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害

（
８
月
か
ら
９
月
の
前
線
に

伴
う
大
雨
（
台
風
15
号
等
を

含
む
））﹂
お
よ
び
﹁
令
和
元

年
10
月
11
日
か
ら
同
月
14
日

ま
で
の
間
の
暴
風
雨
及
び
豪

雨
に
よ
る
災
害
（
台
風
19

号
）﹂
が
激
甚
災
害
に
指
定

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
︑
被
害

を
受
け
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
経
営
安
定
確
保
に
資

す
る
よ
う
︑
同
災
害
を
全
ト

協﹁
近
代
化
基
金
運
営
要
領
﹂

に
規
定
す
る
激
甚
災
害
と
認

定
し
︑
別
掲
要
綱
で
同
融
資

推
薦
の
公
募
を
実
施
す
る
︒

　

申
込
に
必
要
な
書
類
や
融

資
条
件
の
詳
細
等
に
つ
い
て

は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
の
激
甚
災
害
融
資
公

募
要
綱
・
様
式
集
を
参
照
の

こ
と
︒

3
期
ぶ
り
改
善
も　
　
　

　
　
次
期
悪
化
の
見
通
し

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
景
況
感

令
和
元
年
７
月
〜
９
月
期

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

11
月
11
日
︑
令
和
元
年
７
月

～
９
月
期
の
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
景
況
感（
速
報
）﹂

を
発
表
し
た
︒
そ
れ
に
よ
る

と
︑
運
賃
・
料
金
の
水
準
は

プ
ラ
ス
圏
で
推
移
︑﹁
一
般
貨

物
﹂︑﹁
宅
配
以
外
の
特
積
貨

物
﹂
で
は
消
費
税
率
引
上
げ

に
よ
る
駆
込
み
需
要
を
背
景

に
輸
送
数
量
が
改
善
し
︑
そ

の
結
果
︑
営
業
収
入
お
よ
び

営
業
利
益
︑
経
常
利
益
が
改

善
基
調
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
︑

業
界
の
景
況
感
は
マ
イ
ナ
ス

27
・
３
と
な
り
︑
前
回
（
マ

イ
ナ
ス
30
・
３
）
か
ら
３
・

０
㌽
改
善
し
た
︒

　

な
お
︑
今
後
（
10
月
～
12

月
期
）
の
見
通
し
は
︑
消
費

税
率
引
上
げ
に
よ
る
駆
込
み

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
は
11
月
11
日
︑
令
和
元

年
10
月
分
の
求
荷
求
車
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ

Ｉ
Ｔ
）
成
約
運
賃
指
数
を
発

表
し
た
︒

　

同
月
の
運
賃
指
数
は
︑
前

月
比
±
０
㌽
︑
前
年
同
月
比

２
㌽
減
の
１
３
１
と
な
っ
た
︒

　

ま
た
︑
同
月
末
の
求
車
登

録
件
数
は
︑
13
万
２
４
５
３

件
と
︑
前
年
同
月
比
５
万
９

２
９
１
件
減（
30
・
９
％
減
）

で
︑
成
約
率
は
18
・
７
％
と

な
り
︑
前
月
比
３
・
１
㌽
︑

前
年
同
月
比
５
・
８
㌽
上
昇

し
た
︒

金
と
す
る
な
ど
の
基
本
的
な

考
え
方
や
︑
料
金
体
系
の
整

理
・
統
一
な
ど
の
実
現
に
向

け
た
取
組
な
ど
今
後
の
料
金

体
系
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
︑

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
︒

　

今
後
︑
新
た
な
料
金
の
具

体
方
針
案
や
具
体
案
が
示
さ

れ
︑
令
和
２
年
度
中
に
新
た

な
料
金
が
ス
タ
ー
ト
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
︒

 

小
松
川
Ｊ
Ｃ
Ｔ
と
渋
谷
入
口

（
下
り
）
が
12
月
に
開
通

首
都
高
速
道
路
㈱

　

首
都
高
速
道
路
㈱
は
10
月

18
日
︑
①
小
松
川
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
︑
埼
玉
方

面

⇔

千
葉
方
面
）︑
②
渋
谷

線
（
下
り
）
渋
谷
入
口
︱
︱

の
開
通
日
時
が
︑
①
12
月
１

日
㈰
17
時
︑
②
同
19
日
㈭
２

時
︱
︱
に
決
定
し
た
こ
と
を

発
表
し
た
︒

　

今
回
の
開
通
に
よ
り
︑
小

松
川
Ｊ
Ｃ
Ｔ
で
は
中
央
環
状

線
の
埼
玉
方
面
と
小
松
川
線

の
千
葉
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
可
能
と
な
り
︑
渋
谷
入
口

（
下
り
）
で
は
渋
谷
や
六
本

木
等
か
ら
中
央
環
状
線
へ
の

ア
ク
セ
ス
性
が
向
上
す
る
︒

　

詳
細
は
首
都
高
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

を
公
表
し
︑
全
国
大
会
で
受

賞
者
の
事
業
発
表
お
よ
び
表

彰
を
行
う
︒

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

国
土
交
通
省
自
動
車
局
総
務

課
の
星
明
彦
企
画
室
長
に
よ

る
基
調
講
演
﹁
ホ
ワ
イ
ト
物

流
及
び
ホ
ワ
イ
ト
経
営
に
つ

い
て
﹂が
行
わ
れ
た
︒続
い
て
︑

同
講
演
の
内
容
を
受
け
︑﹁
ホ

ワ
イ
ト
物
流
に
係
る
事
業
者

の
取
り
組
み
﹂
を
テ
ー
マ
と

し
︑
出
席
者
を
６
班
に
分
け

て
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
実
施
︒
ホ
ワ
イ
ト
物

流
の
取
り
組
み
内
容
お
よ
び

具
体
的
対
策
に
つ
い
て
各
班

内
で
議
論
を
重
ね
︑
模
造
紙

に
ま
と
め
た
後
︑
発
表
を
行

っ
た
︒

　

各
班
か
ら
は
︑
運
賃
ア
ッ

プ
や
パ
レ
ッ
ト
化
等
推
進
の

た
め
の
対
荷
主
交
渉
な
ど
に

つ
い
て
様
々
な
発
表
が
な
さ

れ
︑
結
城
部
会
長
は
﹁
各
都

道
府
県
の
代
表
者
と
し
て
︑

今
回
の
基
調
講
演
と
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
学
ん

だ
こ
と
を
活
か
し
︑
ぜ
ひ
ホ

ワ
イ
ト
物
流
の
自
主
行
動
宣

言
の
提
出
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
﹂
と
呼
び
か
け
た
︒

「
運
輸
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ 　

シ
ス
テ
ム
Ⓡ
」申
込
受
付
中

定
期
健
診
結
果
を

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
２
０
１
９
年
度
﹁
運
輸

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
Ⓡ
﹂

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
る
︒

　

同
シ
ス
テ
ム
は
︑
定
期
健

康
診
断
の
事
後
フ
ォ
ロ
ー
に

よ
る
健
康
起
因
事
故
予
防
対

策
の
推
進
を
図
る
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
も
の
︒
肥
満
・
高
血

圧
・
脂
質
異
常
・
高
血
糖
の

う
ち
︑
３
～
４
項
目
に
該
当

し
︑
脳
・
心
臓
疾
患
を
起
こ

し
や
す
い﹁
ハ
イ
リ
ス
ク
者
﹂

の
見
え
る
化
を
図
っ
て
健
康

管
理
対
策
を
行
う
こ
と
で
︑

健
康
経
営
を
促
し
て
い
る
︒

　

申
し
込
み
方
法
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
﹁
会
員
の
皆
様
へ

﹀
労
働
対
策
﹂
内
﹁
運
輸
ヘ

ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
﹂

ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

読者アンケートに
ご協力ください。

　広報室では、今後の広報活動をより良
いものにするため、今号の『広報とらっ
く』に読者アンケートを折り込みました。
12 月 13 日を締め切りとして、皆様から
のご意見・ご感想等をお待ちしています。

広
報
室
か
ら
の
お
願
い

今
冬
よ
り
積
雪
・
降
雪
分

布
を
推
定
す
る
新
た
な
雪

情
報
の
提
供
を
開
始気

象
庁

　

国
土
交
通
省
気
象
庁
は
11

月
13
日
︑
同
日
か
ら
現
在
の

積
雪
・
降
雪
の
分
布
を
推
定

す
る
新
し
い
雪
の
情
報
の
提

供
を
開
始
し
た
︒

　

平
成
30
年
1
月
の
首
都
圏

で
の
大
雪
や
︑
同
年
２
月
の

北
陸
地
方
で
の
大
雪
な
ど
︑

近
年
集
中
的
・
記
録
的
な
降

雪
が
発
生
し
︑
大
規
模
な
車

両
渋
滞
・
滞
留
を
引
き
起
こ

す
な
ど
︑
社
会
活
動
へ
の
影

響
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
︒

気
象
庁
で
は
︑
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
︑
新
た
に
﹁
現

在
の
雪
﹂（
解
析
積
雪
深
・

解
析
降
雪
量
）
の
提
供
を
行

う
︒

　
﹁
現
在
の
雪
﹂ペ
ー
ジ
で
は
︑

積
雪
・
降
雪
が
多
く
な
っ
て

い
る
地
域
を
マ
ッ
プ
で
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
︑

雪
の
状
況
を
道
路
・
鉄
道
等

の
地
図
情
報
と
重
ね
あ
わ
せ

て
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る（
図
）︒こ
れ
に
よ
り
︑

外
出
前
に
﹁
現
在
の
雪
﹂
ペ

ー
ジ
と
交
通
情
報
な
ど
を
合

わ
せ
て
確
認
す
る
こ
と
で
︑

目
的
地
ま
で
の
経
路
の
変
更

や
除
雪
な
ど
の
交
通
障
害
へ

の
備
え
︑
運
行
計
画
の
策
定

な
ど
へ
の
活
用
が
可
能
と
な

る
︒

　

併
せ
て
︑
冬
型
の
気
圧
配

置
に
よ
り
日
本
海
側
で
数
日

間
降
雪
が
持
続
す
る
よ
う
な

時
な
ど
︑
降
雪
量
に
つ
い
て

精
度
よ
く
予
測
が
可
能
な
場

合
に
は
︑
府
県
気
象
情
報
に

﹁
48
時
間
先
か
ら
の
24
時
間

予
想
降
雪
量
﹂
が
掲
載
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
ほ
か
︑
山
形

・
福
島
（
会
津
地
方
）・
新

潟
・
富
山
・
石
川
・
福
井
の

各
県
で
短
時
間
の
大
雪
が
見

込
ま
れ
る
場
合
に
は
︑
新
た

に
﹁
短
時
間
の
大
雪
に
対
し

て
一
層
の
警
戒
を
呼
び
か
け

る
情
報
﹂
が
提
供
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
︒

 

中
京
圏
の
高
速
道
路
を
賢

く
使
う
た
め
の
料
金
体
系

基
本
方
針
案
を
示
す

第
５
回
中
京
圏
小
委
員
会

　

国
土
交
通
省
は
11
月
11

日
︑
社
会
資
本
整
備
審
議
会

道
路
分
科
会
国
土
幹
線
道
路

部
会
第
５
回
中
京
圏
小
委
員

会（
委
員
長
・
寺
島
実
郎（
一

財
）日
本
総
合
研
究
所
会
長
）

を
開
催
し
︑
中
京
圏
の
高
速

道
路
を
賢
く
使
う
た
め
の
料

金
体
系
基
本
方
針
（
案
）
を

示
し
た
︒

　

基
本
方
針
（
案
）
で
は
︑

対
距
離
制
を
基
本
と
し
た
料

「激甚災害融資」公募要綱（抜粋）
※公募推薦総枠　5 億円
※公募期間　令和元年10月25日㈮から令和2年1月31日㈮まで
※推薦対象者

激甚災害に指定された「令和元年 8 月 13 日から 9 月 24 日まで
の間の暴風雨及び豪雨」または「令和元年 10 月 11 日から同月
14 日のまでの間の暴風雨及び豪雨」により、下記⑴または⑵の
いずれかに該当する貨物自動車運送業者、その共同体およびその
持株会社（傘下の貨物自動車運送事業者に係る資金調達を行う者
に限る）であって、各都道府県トラック協会に加入し、商工組合
中央金庫との取引資格がある者
⑴ 上記の災害により、事務所もしくは主要な事業用資産につい

て、全壊・半壊・その他これらに準ずる被害を受けた者
⑵ 上記の災害により、運送収入または輸送トン数について、「被

災後 2 か月の実績」または「今後２か月の見込み」が前年同
期と比べ 20％以上の減少が見込まれる者

※対象資金
激甚災害を受けた事業者の経営安定の確保を目的とした事業の再
建又は正常な操業維持に必要な物流施設等に対する設備資金及び
運転資金

※融資限度 ５千万円 （個別企業体・共同体とも）
※利子補給率 年 0.3％ （個別企業体・共同体とも）
※都道府県トラック協会から全ト協宛て推薦期限（全ト協必着日）
　【第2回】令和元年12月6日㈮ 【第3回】令和2年1月10日㈮
　【第4回】令和2年2月7日㈮
※推薦適否決定通知予定日
　【第2回】令和元年12月20日㈮ 【第3回】令和2年1月24日㈮
　【第4回】令和2年2月21日㈮

需
要
の
反
動
減
の
影
響
か
ら

輸
送
数
量
が
減
少
︑
さ
ら
に

人
件
費
の
上
昇
圧
力
お
よ
び

燃
料
コ
ス
ト
負
担
増
を
背
景

に
︑
経
常
利
益
を
押
下
げ
る

予
想
を
受
け
︑
マ
イ
ナ
ス
43

・
４
（
今
回
マ
イ
ナ
ス
27
・

３
）
と
16
・
１
㌽
悪
化
す
る

見
込
み
で
あ
る
︒

成
約
率　
　
　
　
　
　
　

前
年
同
月
比
５
・
８
㌽
増

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
成
約
運
賃
指
数

令
和
元
年
10
月
分

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

『広報とらっく』からのお願い
交通・運転マナーを守って！
プロトラックドライバーは
一般ドライバーの見本に

事業用トラックは車体が大きいことから、
・急な車線変更
・不用意なクラクション
・公共施設の駐車場等での長時間駐車
・大型車進入禁止箇所等でのＵターン
・駐車場や道路へのゴミのポイ捨て
などは、一般乗用車より目立ち、交通弱者や沿
道の住民の方にとって、より迷惑に感じられま
す。プロトラックドライバーは、交通法規を守
るだけでなく、マナーを守り、一般ドライバー
の見本となりましょう。
　また、最近、交通トラブルによる事故等が社
会問題化しています。あおり運転や無理な割り
込みなど、他車から迷惑行為を受けても冷静に
対応しましょう。

令和元年度第2回全国代表者協議会（11月11日、
全ト協）

図  「現在の雪」の活用例

「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」テ
ー
マ
に　

　
　
　
　
グ
ル
ー
プ
討
議

青
年
部
会
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

松
本　

文
明 

（
比
例
東
京
）

山
田　

美
樹 

（
比
例
東
京
）

上
野　

宏
史 

（
比
例
南
関
東
）

木
村　

哲
也 

（
比
例
南
関
東
）

中
谷　

真
一 

（
比
例
南
関
東
）

齋
藤　

洋
明 

（
比
例
北
陸
信
越
）

務
台　

俊
介 

（
比
例
北
陸
信
越
）

川
崎　

二
郎  

（
比
例
東
海
）

鈴
木　

淳
司 

（
比
例
東
海
）

吉
川　

赳 

（
比
例
東
海
）

岡
下　

昌
平 

（
比
例
近
畿
）

奥
野　

信
亮 

（
比
例
近
畿
）

門　
　

博
文 

（
比
例
近
畿
）

神
谷　

昇 

（
比
例
近
畿
）

谷
川　

と
む 

（
比
例
近
畿
）

小
島　

敏
文 

（
比
例
中
国
）

福
井　

照  

（
比
例
四
国
）

山
本　

有
二 

（
比
例
四
国
）

岩
田　

和
親 

（
比
例
九
州
）

冨
岡　

勉 

（
比
例
九
州
）

古
川　

康 

（
比
例
九
州
）

【
参
議
院
（
本
人
出
席
）】

岩
本　

剛
人 

（
北
海
道
）

藤
川　

政
人 

（
愛
知
）

西
田　

昌
司 

（
京
都
）

佐
藤　

啓 

（
奈
良
）

舞
立　

昇
治 

（
鳥
取
）

石
井　

正
弘 

（
岡
山
）

長
峯　

誠 

（
宮
崎
）

赤
池　

誠
章 

（
比
例
）

片
山　

さ
つ
き 

（
比
例
）

【
衆
議
院
（
代
理
出
席
）】

吉
川　

貴
盛 

（
北
海
道
２
区
）

堀
井　

学 

（
北
海
道
９
区
）

津
島　

淳 

（
青
森
１
区
）

鈴
木　

俊
一 

（
岩
手
２
区
）

金
田　

勝
年 

（
秋
田
２
区
）

遠
藤　

利
明  

（
山
形
１
区
）

額
賀　

福
志
郎  

（
茨
城
２
区
）

船
田　

元 

（
栃
木
１
区
）

福
田　

達
夫 

（
群
馬
４
区
）

穂
坂　

泰 

（
埼
玉
４
区
）

土
屋　

品
子 

（
埼
玉
13
区
）

齋
藤　

健 

（
千
葉
７
区
）

櫻
田　

義
孝 

（
千
葉
８
区
）

石
原　

宏
高 

（
東
京
３
区
）

平　
　

将
明  

（
東
京
４
区
）

石
原　

伸
晃  

（
東
京
８
区
）

木
原　

誠
二 

（
東
京
20
区
）

伊
藤　

也 

（
東
京
22
区
）

萩
生
田
光
一 

（
東
京
24
区
）

松
本　

純  

（
神
奈
川
１
区
）

菅　
　

義
偉 

（
神
奈
川
２
区
）

小
此
木
八
郎 

（
神
奈
川
３
区
）

田
中　

和
徳  

（
神
奈
川
10
区
）

髙
鳥　

修
一 

（
新
潟
６
区
）

後
藤　

茂
之 

（
長
野
４
区
）

宮
下　

一
郎 

（
長
野
５
区
）

田
畑　

裕
明 

（
富
山
１
区
）

宮
腰　

光
寛  

（
富
山
２
区
）

佐
々
木
紀 

（
石
川
２
区
）

稲
田　

朋
美  

（
福
井
１
区
）

棚
橋　

泰
文  

（
岐
阜
２
区
）

武
藤　

容
治 

（
岐
阜
３
区
）

熊
田　

裕
通 

（
愛
知
１
区
）

丹
羽　

秀
樹 

（
愛
知
６
区
）

田
村　

憲
久  

（
三
重
１
区
）

三
ツ
矢
憲
生  

（
三
重
４
区
）

大
塚　

高
司 

（
大
阪
８
区
）

竹
本　

直
一  

（
大
阪
15
区
）

自由民主党トラック輸送振興議員連盟総会出席者一覧 （本文１面、敬称略）
【
衆
議
院
（
本
人
出
席
）】

中
村　

裕
之 

（
北
海
道
４
区
）

和
田　

義
明 

（
北
海
道
５
区
）

武
部　

新 

（
北
海
道
12
区
）

木
村　

次
郎 

（
青
森
３
区
）

冨
樫　

博
之 

（
秋
田
１
区
）

田
所　

嘉
徳 

（
茨
城
１
区
）

葉
梨　

康
弘 

（
茨
城
３
区
）

国
光　

あ
や
の 

（
茨
城
６
区
）

簗　
　

和
生 

（
栃
木
３
区
）

笹
川　

博
義 

（
群
馬
３
区
）

小
渕　

優
子  

（
群
馬
５
区
）

神
山　

佐
市 

（
埼
玉
７
区
）

柴
山　

昌
彦  

（
埼
玉
８
区
）

大
塚　

拓 

（
埼
玉
９
区
）

山
口　

泰
明 

（
埼
玉
10
区
）

野
中　

厚 

（
埼
玉
12
区
）

三
ッ
林
裕
巳 

（
埼
玉
14
区
）

田
中　

良
生 

（
埼
玉
15
区
）

薗
浦　

健
太
郎 

（
千
葉
５
区
）

渡
辺　

博
道 

（
千
葉
６
区
）

秋
元　

司 

（
東
京
15
区
）

大
西　

英
男 

（
東
京
16
区
）

小
倉　

将
信 

（
東
京
23
区
）

井
上　

信
治  

（
東
京
25
区
）

堀
内　

詔
子 

（
山
梨
２
区
）

橘　
　

慶
一
郎  

（
富
山
３
区
）

西
田　

昭
二 

（
石
川
３
区
）

金
子　

俊
平 

（
岐
阜
４
区
）

古
屋　

圭
司  

（
岐
阜
５
区
）

井
林　

辰
憲 

（
静
岡
２
区
）

宮
澤　

博
行 

（
静
岡
３
区
）

城
内　

実  

（
静
岡
７
区
）

塩
谷　

立  

（
静
岡
８
区
）

工
藤　

彰
三 

（
愛
知
４
区
）

伊
藤　

忠
彦 

（
愛
知
８
区
）

今
枝　

宗
一
郎 

（
愛
知
14
区
）

根
本　

幸
典 

（
愛
知
15
区
）

う
え
の
賢
一
郎 

（
滋
賀
２
区
）

武
村　

展
英 

（
滋
賀
３
区
）

小
寺　

裕
雄 

（
滋
賀
４
区
）

田
中　

英
之 

（
京
都
４
区
）

左
藤　

章 

（
大
阪
２
区
）

と
か
し
き
な
お
み 

（
大
阪
７
区
）

原
田　

憲
治 

（
大
阪
９
区
）

長
尾　

敬 

（
大
阪
14
区
）

盛
山　

正
仁 

（
兵
庫
１
区
）

関　
　

芳
弘 

（
兵
庫
３
区
）

山
田　

賢
司 

（
兵
庫
７
区
）

渡
海　

紀
三
朗 

（
兵
庫
10
区
）

細
田　

博
之  

（
島
根
１
区
）

逢
沢　

一
郎 

（
岡
山
１
区
）

新
谷　

正
義 

（
広
島
４
区
）

山
口　

俊
一  

（
徳
島
２
区
）

鬼
木　

誠 

（
福
岡
２
区
）

古
賀　

篤 

（
福
岡
３
区
）

宮
内　

秀
樹 

（
福
岡
４
区
）

藤
丸　

敏 

（
福
岡
７
区
）

山
本　

幸
三  

（
福
岡
10
区
）

野
田　

毅  

（
熊
本
２
区
）

衛
藤　

征
士
郎 

（
大
分
２
区
）

武
井　

俊
輔 

（
宮
崎
１
区
）

古
川　

禎
久  

（
宮
崎
３
区
）

西
銘　

恒
三
郎 

（
沖
縄
４
区
）

船
橋　

利
実 

（
比
例
北
海
道
）

高
橋　

ひ
な
こ 

（
比
例
東
北
）

藤
原　

崇 

（
比
例
東
北
）

佐
藤　

明
男 

（
比
例
北
関
東
）

永
岡　

桂
子 

（
比
例
北
関
東
）

中
曽
根
康
隆 

（
比
例
北
関
東
）

小
田
原
潔 

（
比
例
東
京
）

藤
井　

比
早
之 

（
兵
庫
４
区
）

田
野
瀬
太
道 

（
奈
良
３
区
）

石
田　

真
敏  

（
和
歌
山
２
区
）

石
破　

茂  

（
鳥
取
１
区
）

赤
澤　

亮
正  

（
鳥
取
２
区
）

竹
下　

亘  

（
島
根
２
区
）

山
下　

貴
司 

（
岡
山
２
区
）

あ
べ　

俊
子 

（
岡
山
３
区
）

橋
本　

岳 

（
岡
山
４
区
）

岸
田　

文
雄  

（
広
島
１
区
）

小
林　

史
明 

（
広
島
７
区
）

高
村　

正
大 

（
山
口
１
区
）

大
野　

敬
太
郎 

（
香
川
３
区
）

塩
崎　

恭
久  

（
愛
媛
１
区
）

鳩
山　

二
郎 

（
福
岡
６
区
）

麻
生　

太
郎  

（
福
岡
８
区
）

三
原　

朝
彦 

（
福
岡
９
区
）

木
原　

稔 

（
熊
本
１
区
）

金
子　

万
寿
夫 

（
鹿
児
島
２
区
）

小
里　

泰
弘  

（
鹿
児
島
３
区
）

森
山　

裕  

（
鹿
児
島
４
区
）

上
杉　

謙
太
郎 

（
比
例
東
北
）

江
渡　

聡
徳  

（
比
例
東
北
）

亀
岡　

偉
民 

（
比
例
東
北
）

石
﨑　

徹 

（
比
例
北
陸
信
越
）

山
本　

拓 

（
比
例
北
陸
信
越
）

青
山　

周
平 

（
比
例
東
海
）

池
田　

佳
隆 

（
比
例
東
海
）

勝
俣　

孝
明 

（
比
例
東
海
）

大
隈　

和
英 

（
比
例
近
畿
）

木
村　

弥
生 

（
比
例
近
畿
）

繁
本　

護 

（
比
例
近
畿
）

今
村　

雅
弘  

（
比
例
九
州
）

國
場　

幸
之
助 

（
比
例
九
州
）

【
参
議
院
（
代
理
出
席
）】

高
橋　

は
る
み 

（
北
海
道
）

長
谷
川　

岳 

（
北
海
道
）

石
井　

浩
郎 

（
秋
田
）

上
月　

良
祐 

（
茨
城
）

高
橋　

克
法 

（
栃
木
）

石
井　

準
一 

（
千
葉
）

猪
口　

邦
子 

（
千
葉
）

豊
田　

俊
郎 

（
千
葉
）

朝
日　

健
太
郎 

（
東
京
）

武
見　

敬
三 

（
東
京
）

中
川　

雅
治 

（
東
京
）

丸
川　

珠
代 

（
東
京
）

島
村　

大 

（
神
奈
川
）

三
原　

じ
ゅ
ん
子 

（
神
奈
川
）

森
屋　

宏 

（
山
梨
）

堂
故　

茂 

（
富
山
）

滝
波　

宏
文 

（
福
井
）

大
野　

泰
正 

（
岐
阜
）

渡
辺　

猛
之 

（
岐
阜
）

牧
野　

た
か
お 

（
静
岡
）

吉
川　

ゆ
う
み 

（
三
重
）

こ
や
り
隆
史 

（
滋
賀
）

末
松　

信
介 

（
兵
庫
）

堀
井　

巌 

（
奈
良
）

江
島　

潔 

（
山
口
）

中
西　

祐
介 

（
徳
島
・
高
知
）

磯
崎　

仁
彦 

（
香
川
）

山
本　

順
三 

（
愛
媛
）

大
家　

敏
志 

（
福
岡
）

金
子　

原
二
郎 

（
長
崎
）

松
村　

祥
史 

（
熊
本
）

野
村　

哲
郎 

（
鹿
児
島
）

足
立　

敏
之 

（
比
例
）

阿
達　

雅
志 

（
比
例
）

北
村　

経
夫 

（
比
例
）

佐
藤　

信
秋 

（
比
例
）

︻
解
説
︼
ご
質
問
の
処
分
を
受
け
た

従
業
員
当
人
が
違
反
を
主
張
し
て
い

る
労
基
法
第
91
条
の
減
給
制
裁
の
制

限
規
定
は
︑﹁
就
業
規
則
で
︑
労
働
者

に
対
し
て
減
給
の
制
裁
を
定
め
る
場
合

Ａ�

就
業
規
則
に
よ
る
処
分
の

結
果
で
あ
り
、
問
題
な
し

　

先
日
、
従
業
員
の
一
人
が
勤
務

中
、
上
司
に
対
し
暴
力
行
為
に
及

ん
だ
た
め
、
就
業
規
則
に
従
っ
て

７
日
間
の
出
勤
停
止
処
分
と
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
間
の
賃
金
に
つ

い
て
も
無
給
処
分
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
当
人
か
ら
「
処

分
が
重
す
ぎ
、
労
働
基
準
法
第
91

条
の
減
給
制
裁
の
制
限
規
定
に
違

反
し
て
い
る
」
と
の
ク
レ
ー
ム
が

つ
い
た
の
で
す
が
、
本
当
に
そ
う

な
の
で
し
ょ
う
か
。  第192回 

7日間の無給の出勤停
止は制限規定に違反か

に
お
い
て
は
︑
そ
の
減
給
は
︑
１
回
の

額
が
平
均
賃
金
の
１
日
分
の
半
額
を

超
え
︑
総
額
が
１
賃
金
支
払
期
に
お

け
る
賃
金
の
総
額
の
10
分
の
１
を
超
え

て
は
な
ら
な
い
﹂
と
い
う
も
の
で
す
︒

こ
れ
は
懲
戒
処
分
の
中
で
も
︑
賃
金

を
減
額
す
る
制
裁
が
︑
と
も
す
れ
ば

賃
金
を
生
活
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る

労
働
者
の
生
活
を
脅
か
し
︑
過
酷
な

結
果
に
な
り
が
ち
な
こ
と
か
ら
︑
一
定

の
限
度
に
制
限
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
条
文
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
す
る
と
︑
ご

質
問
の
処
分
者
の
ク
レ
ー
ム
も
も
っ
と

も
な
感
じ
が
し
な
い
で
は
あ
り
ま
せ

ん
︒
そ
こ
で
︑
い
っ
た
い
ど
ち
ら
が
正

し
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す

が
︑
こ
の
点
に
関
し
て
は
︑
ご
質
問
の

処
分
が
就
業
規
則
に
基
づ
く
出
勤
停

止
処
分
で
あ
り
︑
そ
の
結
果
の
無
給

処
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
︒

　

厚
生
労
働
省
の
行
政
解
釈
に
よ
れ

ば
︑
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
︑

労
基
法
制
定
当
初
か
ら
同
法
の
前
身

と
も
い
え
る
旧
工
場
法
の
規
定
の
関

係
で
か
な
り
問
題
と
な
っ
て
お
り
︑
制

定
直
後
の
昭
和
23
年
に
は
す
で
に
明

確
な
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
︒

　

す
な
わ
ち
︑﹁
出
勤
停
止
の
制
裁
が

法
第
91
条
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
場

合
は
︑
実
際
上
３
日
以
上
に
わ
た
る

出
勤
停
止
は
不
可
能
と
な
り
︑
旧
工

場
法
に
よ
る
７
日
を
限
度
と
す
る
従

来
の
方
針
は
︑
前
述
の
３
日
を
超
え

る
期
間
に
つ
い
て
は
賃
金
を
支
給
す
る

と
い
う
変
則
な
出
勤
停
止
を
前
提
と

し
な
い
限
り
︑
踏
襲
不
能
と
な
る
︒

出
勤
停
止
と
法
第
91
条
と
の
関
係
如

何
（
い
か
ん
）﹂
と
い
う
疑
義
に
対
し
︑

当
時
の
労
働
基
準
局
長
は
︑﹁
就
業

規
則
に
出
勤
停
止
及
び
そ
の
期
間
中

の
賃
金
を
支
払
わ
な
い
定
め
が
あ
る

場
合
に
お
い
て
︑
労
働
者
が
そ
の
出

勤
停
止
の
制
裁
を
受
け
る
に
至
っ
た

場
合
︑
出
勤
停
止
期
間
中
の
賃
金
を

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
は
︑
制
裁
と
し
て

の
出
勤
停
止
の
当
然
の
結
果
で
あ
っ
て
︑

通
常
の
額
以
下
の
賃
金
を
支
給
す
る

こ
と
を
定
め
る
減
給
制
裁
に
関
す
る

法
第
91
条
の
規
定
に
は
関
係
は
な
い
︒

但
し
︑
出
勤
停
止
の
期
間
に
つ
い
て
は

公
序
良
俗
の
見
地
よ
り
当
該
事
犯
の

情
状
の
程
度
等
に
よ
り
制
限
の
あ
る
べ

き
こ
と
は
当
然
で
あ
る
﹂（
昭
和
23
年

７
月　

基
収
第
２
１
７
７
号
）
と
答
え

て
い
ま
す
︒

　

し
た
が
っ
て
︑
ご
質
問
の
処
分
も
︑

行
政
解
釈
で
い
う
よ
う
に
︑
も
と
も

と
御
社
の
就
業
規
則
で
定
め
ら
れ
て

い
る
出
勤
停
止
処
分
で
あ
り
︑
そ
の

結
果
と
し
て
の
無
給
処
分
で
あ
る
わ

け
で
す
か
ら
︑
減
給
制
裁
の
制
限
規

定
に
は
当
然
違
反
せ
ず
︑
ク
レ
ー
ム

そ
の
も
の
が
間
違
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
︑
何
ら
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
︒

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

台
風
15
号
に
続
く
台
風
19
号
︑

さ
ら
に
台
風
21
号
の
影
響
に
よ
る

豪
雨
で
︑
広
域
に
わ
た
り
多
く
の

方
が
被
災
し
た
︒
ま
た
︑
多
く
の

箇
所
で
道
路
や
鉄
道
な
ど
が
寸
断

さ
れ
︑
イ
ン
フ
ラ
に
も
大
き
な
被

害
が
出
た
︒

　

先
日
︑
全
国
規
模
で
事
業
展
開

し
て
い
る
事
業
者
の
経
営
者
５
人

と
情
報
交
換
し
て
い
る
な
か
で
︑

台
風
や
豪
雨
に
よ
る
被
害
と
︑
仕

事
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
話
が

及
ん
だ
︒
幸
い
そ
の
場
に
集
ま
っ

た
事
業
者
で
は
従
業
員
や
車
両
︑

施
設
な
ど
の
直
接
的
な
被
害
は
わ

ず
か
だ
っ
た
︒
だ
が
︑﹁
発
荷
主

や
着
荷
主
と
の
関
係
で
は
︑今
後
︑

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務

遂
行
上
の
様
々
な
課
題
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
て
き
た
﹂
と
い
う
の
が

共
通
認
識
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

　

出
席
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
は
各

地
を
飛
び
回
っ
て
仕
事

を
し
て
い
る
経
営
者
た

ち
な
の
で
︑
台
風
接
近

な
ど
の
時
の
自
分
自
身

の
出
張
先
や
移
動
な
ど

が
話
題
に
な
っ
た
︒
航

空
会
社
は
︑
気
象
条
件

の
悪
い
航
路
で
は
多
く

の
便
を
欠
航
に
す
る
︒

鉄
道
各
社
も
︑
運
休
や

減
便
な
ど
を
事
前
に
発
表
す
る

よ
う
に
な
っ
た
︒
バ
ス
も
同
様

で
あ
る
︒
こ
れ
は
万
が
一
事
故

で
も
起
こ
し
た
ら
大
変
な
問
題

に
な
る
か
ら
だ
︒
社
会
的
責
任

も
大
き
い
︒

　

だ
が
︑
そ
れ
に
対
し
て
我
々

ト
ラ
ッ
ク
輸
送

は
ど
う
だ
っ
た

の
か
︑
と
い
う

話
に
な
っ
た
︒

あ
る
事
業
者
は

﹁
ど
う
し
て
も

届
け
ろ
と
い
う

荷
主
が
１
社
あ

り
（
社
名
を
聞

い
て
全
員
が
さ

も
あ
り
な
ん
と

苦
笑
）︑
悪
天

候
の
な
か
を
走

ら
せ
た
車
両
が

あ
っ
た
︒
だ
が
︑

納
品
先
の
な
か

に
は
臨
時
休
業

し
て
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
閉
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
︑
商
品
を
持
ち
帰
っ
た
ケ
ー

ス
が
あ
る
﹂
と
い
う
︒
そ
れ
に

対
し
て
︑﹁
当
社
は
自
社
の
判

断
で
︑
悪
天
候
が
予
想
さ
れ
る

地
域
は
輸
配
送
を
全
部
ス
ト
ッ

プ
し
た
﹂
と
い
う
事
業
者
も
い

た
︒
後
者
は
﹁
契
約
書
で
明
文
化

し
て
い
る
﹂
の
だ
と
い
う
︒

　

具
体
的
な
対
応
は
各
社
で
多
少

の
違
い
は
あ
る
が
︑
そ
の
場
の
話

で
は
自
社
の
判
断
で
ス
ト
ッ
プ
し

た
事
業
者
の
方
が
多
か
っ
た
︒
そ

れ
に
し
て
も
︑﹁
航
空
会
社
や
鉄

道
会
社
と
我
々
で
は
大
き
な
違
い

だ
﹂
と
い
う
点
で
は
意
見
が
一
致

し
た
︒
さ
ら
に
︑﹁
こ
の
差
は
ど
こ

に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
﹂
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
︒

　

最
近
は
︑
過
去
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
よ
う
な
自
然
災
害
が
多

発
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
︒
こ

の
よ
う
な
時
に
︑
事
業
者
が
自
主

的
判
断
で
輸
配
送
を
ス
ト
ッ
プ
す

る
こ
と
を
︑
契
約
上
で
明
文
化
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
︒

　

こ
れ
は
︑﹁
運
行
管
理
者
﹂
の

責
任
と
権
限
と
い
う
問
題
に
も
関

連
し
て
く
る
︒
荷
主
都
合
で
無
理

に
運
行
し
︑
も
し
ド
ラ
イ
バ
ー
が

被
災
す
る
よ
う
な
事
態
が
発
生
し

た
ら
︑
そ
の
責
任
は
誰
に
あ
る
の

か
︒
運
行
管
理
者
や
事
業
者
に
責

任
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
︒

だ
が
︑
問
題
は
業
務
遂
行
を
強
要

し
た
荷
主
と
の
関
係
で
あ
る
︒
運

行
管
理
権
の
明
確
化
と
社
会
的
認

知
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
︒

第
243
回

悪天候時等の「運行中止権」考

る
議
論
を
踏
ま
え
︑
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
材
不
足

が
深
刻
化
す
る
中
で
︑
物
流

に
係
る
諸
課
題
の
中
で
も
特

に
喫
緊
の
対
応
が
求
め
ら
れ

る
食
品
流
通
（
花
き
流
通
を

含
む
）
に
つ
い
て
︑
関
係
者

の
相
互
理
解
の
下
︑
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
一
貫
し

た
合
理
化
対
策
を
検
討
す
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
︒
な
お
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
は
︑

馬
渡
雅
敏
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
副
会
長
と
牧
田
信
良
㈱

マ
キ
タ
運
輸
代
表
取
締
役

　

国
土
交
通
省
と
農
林
水
産

省
は
11
月
11
日
︑第
１
回
﹁
食

品
流
通
合
理
化
検
討
会
﹂
を

開
催
し
た
︒

　

同
検
討
会
は
︑﹁
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
長
時

間
労
働
是
正
・
生
産
性
向
上

と
人
材
確
保
に
関
す
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
﹂（
内
閣

官
房
副
長
官
主
催
）
に
お
け

食
品
流
通
の
合
理
化
を
目
指
し　

　
　
　
　
　
　
　
検
討
会
を
設
置

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
厳
し
い
現
状
を
説
明

り
組
み
事
例
の
紹
介
な
ど
を

行
い
︑
荷
主
企
業
や
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
が
物
流
改
善

の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
と

と
も
に
︑
荷
主
と
運
送
事
業

者
間
に
求
め
ら
れ
る
契
約
の

書
面
化
等
︑
適
正
な
取
引
の

実
施
等
に
つ
い
て
取
り
上
げ

る
︒

　

現
在
︑11
月
29
日
㈮
沖
縄
︑

12
月
10
日
㈫
新
潟
︑
12
月
13

日
㈮
仙
台
（
い
ず
れ
も
14
時

～
16
時
）
︱
︱
の
３
会
場
に

つ
い
て
申
し
込
み
を
受
け
付

け
中
︒
事
前
申
し
込
み
制
で
︑

参
加
費
は
無
料
︒
申
し
込
み

方
法
等
の
詳
細
は
︑
国
交
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
同
セ
ミ

ナ
ー
参
加
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
を
参
照
の
こ
と
︒

 

特
車
通
行
許
可
審
査
日
数

の
さ
ら
な
る
短
縮
に
向
け

て
議
論

第
71
回
基
本
政
策
部
会

　

国
土
交
通
省
は
11
月
１

日
︑
社
会
資
本
整
備
審
議
会

道
路
分
科
会
第
71
回
基
本
政

策
部
会
（
委
員
長
・
石
田
東

生
筑
波
大
学
名
誉
教
授
・
特

命
教
授
）
を
開
催
し
︑
特
殊

車
両
通
行
許
可
制
度
の
改
善

な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ

た
︒

　

国
交
省
で
は
こ
れ
ま
で
︑

①
許
可
の
有
効
期
間
の
延

長
︑
②
変
更
申
請
に
お
け
る

審
査
の
簡
素
化
︑
③
重
要
物

流
道
路
に
お
け
る
特
車
許
可

不
要
区
間
の
導
入
︑
④
地
方

公
共
団
体
へ
の
支
援
︱
︱
な

ど
の
取
り
組
み
を
実
施
︒
併

せ
て
︑
現
在
約
７
割
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
地
方
道
の
電
子

デ
ー
タ
化
を
促
進
︒
年
間
申

請
件
数
５
件
以
上
の
地
方
道

に
つ
い
て
は
︑
今
年
度
末
ま

で
の
電
子
デ
ー
タ
化
完
了
を

目
指
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
同
制
度
の
今
後
の

方
向
性
と
し
て
︑
入
口
重
視

（
事
前
審
査
）
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
に
よ
る

走
行
確
認
重
視
へ
と
枠
組
み

の
転
換
を
図
る
こ
と
と
し
︑

①
自
動
審
査
の
拡
大
・
機
能

向
上
︑
②
新
た
な
制
度
の
創

設
に
よ
る
手
続
き
の
簡
素
化

・
国
へ
の
一
元
化
︑
③
事
業

 

事
業
法
改
正
に
伴
い
関
係

通
達
を
整
備

11
月
１
日
施
行

　

国
土
交
通
省
は
︑
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改
正

事
項
の
う
ち
︑﹁
規
制
の
適

正
化
﹂﹁
事
業
者
が
遵
守
す

者
に
よ
る
重
量
確
認
の
取
り

組
み
等
の
後
押
し
︑
④
取
締

り
の
強
化
等
を
通
じ
た
特
殊

車
両
に
よ
る
過
積
載
の
抑
止

︱
︱
を
掲
げ
︑
審
査
日
数
の

さ
ら
な
る
短
縮
に
向
け
て
取

り
組
む
方
向
性
を
示
し
た
︒

べ
き
事
項
の
明
確
化
﹂
が
11

月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
（
１

面
別
掲
）
こ
と
を
受
け
︑
必

要
な
関
係
通
達
の
整
備
を
行

っ
た
︒

　

主
な
内
容
は
表
の
通
り
︒

　

な
お
︑
関
係
通
達
は
︑
11

月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
て
い

る
︒

（
宮
崎
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
）
が
委
員
と
し
て
参
加
し

て
い
る
︒

　

今
回
は
︑
地
方
自
治
体
や

生
産
者
の
取
り
組
み
が
紹
介

さ
れ
た
後
︑
一
見
勝
之
国
交

省
自
動
車
局
長
が
﹁
ト
ラ
ッ

ク
業
界
の
課
題
と
今
後
の
対

策
に
つ
い
て
﹂
と
題
し
た
発

表
を
行
い
︑﹁
モ
ノ
が
あ
っ
て

も
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の
た
め

に
運
べ
な
く
な
る
﹂
と
い
う

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
置
か

れ
た
厳
し
い
現
状
に
つ
い
て

紹
介
︒
そ
の
後
︑
出
席
委
員

に
よ
る
質
疑
応
答
・
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
︒

「『
ホ
ワ
イ
ト
物
流
』
推
進

運
動
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

沖
縄
・
新
潟
・
仙
台
の

３
会
場
で
申
し
込
み
受
付
中

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

﹁﹃
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹄
推
進

運
動
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
全
国
で

開
催
し
て
い
る
︒

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
︑
同
運
動

へ
の
賛
同
表
明
で
あ
る
﹁
自

主
行
動
宣
言
﹂
に
お
け
る
推

奨
項
目
ご
と
の
具
体
的
な
取

中
小
企
業
へ
の
配
慮
に
つ
い

て
関
係
団
体
を
通
じ
て
親
事

業
者
に
要
請
し
た
︒

　

こ
れ
ら
の
暴
風
雨
・
豪
雨

で
は
︑全
国
各
地
の
広
い
範
囲

で
交
通
イ
ン
フ
ラ
や
建
物
・

設
備
の
損
害
が
確
認
さ
れ
て

お
り
︑
取
引
上
の
影
響
が
全

国
の
親
事
業
者
や
下
請
事
業

者
に
広
が
る
可
能
性
が
あ
る
︒

　

そ
の
た
め
国
交
省
・
経
産

省
で
は
︑
①
親
事
業
者
が
同

暴
風
雨
・
豪
雨
の
発
生
を
理

由
と
し
て
︑
下
請
事
業
者
に

一
方
的
に
負
担
を
押
し
付
け

る
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
に

留
意
す
る
こ
と
︑
②
親
事
業

者
に
お
い
て
は
︑
同
暴
風
雨

・
豪
雨
に
よ
り
影
響
を
受
け

た
下
請
事
業
者
が
︑
事
業
活

動
を
維
持
し
︑
ま
た
は
今
後

再
開
さ
せ
る
場
合
に
︑
で
き

る
限
り
従
来
の
取
引
関
係
を

継
続
し
︑
あ
る
い
は
優
先
的

に
発
注
を
行
う
よ
う
配
慮
す

る
こ
と
︱
︱
を
︑
関
係
団
体

を
通
じ
て
親
事
業
者
に
要
請

し
た
︒

 

暴
風
雨
・
豪
雨
で
影

響
を
受
け
た
下
請
事

業
者
と
の
取
引
に
つい

て
親
事
業
者
に
要
請

　

国
土
交
通
省
お
よ
び
経
済

産
業
省
は
︑
10
月
18
日
に
︑

８
月
13
日
か
ら
９
月
24
日
ま

で
の
間
︑ま
た
11
月
１
日
に
︑

10
月
11
日
か
ら
14
日
ま
で
の

間
の
暴
風
雨
お
よ
び
豪
雨
の

影
響
を
理
由
と
し
て
下
請
事

業
者
に
不
当
な
取
引
条
件
を

押
し
つ
け
な
い
な
ど
︑
下
請

経 産 省

表　11月1日に施行された関係通達の主な内容
①行政処分等の基準の見直し
　改正法により新設または改正された事項の違反行為に対し、
新たに処分量定の新設を行うなど、行政処分等の基準について、
所要の改正を実施。

②荷主勧告制度の改正
　トラック事業者の法令違反行為に荷主の関与が認められた場
合等に警告書を発出する対象に、「違反行為に係る荷主が過去
3年以内に、支社等の別・法令違反行為の種別を問わず5回の
協力要請を受けた場合」を追加。

③悪質な法令違反に関する早期改善の徹底
　30日間の事業停止に相当する違反（例：運行管理者不在等）
があった場合など輸送の安全に係る特定の違反事実が確認され
た場合に、輸送の安全確保命令を発出することとするなど、悪
質違反の早期改善を促すための通達を制定。

社会資本整備審議会道路分科会第71回基本
政策部会（11月1日、国交省）

第１回「食品流通合理化検討会」（11月11日、都
道府県会館）
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大
盛
況
の
中
で
閉
幕
し
た
﹁
第
46

回
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
２
０
１
９
﹂

は
︑前
回（
２
０
１
７
年
）の
７
割
増（
１

７
０
％
）
に
相
当
す
る
約
１
３
０
万

人
が
来
場
し
ま
し
た
︒
開
幕
前
に
掲

げ
ら
れ
た
総
来
場
者
数
の
目
標
は
１

０
０
万
人
で
す
︒
開
催
期
間
中
は
雨

天
の
日
が
多
く
︑超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ

な
ど
の
乗
車
体
験
が
で
き
る
屋
外
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
運
休
す
る
な
ど
︑

﹁
１
０
０
万
人
﹂
は
夢
の
数
字
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
︑
テ
レ

ビ
Ｃ
Ｍ
効
果
や
家
族
連
れ
で
も
楽
し

め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
満
載
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
︑
こ
の
１
３
０
万
人
と
い
う

数
字
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
︒

　

特
に
職
業
体
験
が
で
き
る
﹁
キ
ッ

ザ
ニ
ア
﹂
や
︑
子
ど
も
が
見
た
瞬
間

夢
中
に
な
れ
る
﹁
ミ
ニ
カ
ー
の
展
示

販
売
コ
ー
ナ
ー
﹂は
大
人
気
で
し
た
︒

　

ク
ル
マ
・
タ
イ
ヤ
に
関
わ
る
者
と

し
て
は
︑
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
ク

ル
マ
に
興
味
を
持
ち
︑
大
人
に
な
っ

た
ら
好
き
な
ク
ル
マ
を
買
い
︑
良
い

タ
イ
ヤ
を
装
着
し
て
ド
ラ
イ
ブ
を
楽

し
ん
で
く
れ
る
未
来
を
希
望
し
て
い

ま
す
か
ら
︑
来
場
数
が
大
幅
に
増
え

た
こ
と
は
純
粋
に
嬉
し
い
限
り
で
す
︒

　

全
体
的
に
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

に
関
す
る
感
想
は
明
る
い
も
の
で
し

た
︒
そ
の
一
方
︑
一
点
気
に
な
っ
た
の

が
︑
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
タ
イ
ヤ
メ

ー
カ
ー
が
考
え
る
﹁
タ
イ
ヤ
の
将
来

像
﹂
に
関
し
て
︑
互
い
に
ま
っ
た
く

違
う
方
向
へ
進
ん
で
い
る
感
じ
が
し

た
こ
と
で
し
た
︒

　

そ
れ
を
最
も
印
象
付
け
た
の
は
︑

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
推
し
進
め
る

﹁
完
全
自
動
運
転
車
﹂
の
姿
で
す
︒

　

ハ
ン
ド
ル
や
ア
ク
セ
ル
︑
ブ
レ
ー

キ
が
な
く
︑
側
面
の
扉
が
開
き
︑
乗

車
し
て
座
席
に
座
れ
ば
︑
目
的
地
ま

で
移
動
す
る
車
両
︒
そ
の
移
動
の
安

全
を
支
え
る
の
は
タ
イ
ヤ
に
な
る
わ

け
で
す
が
︑
そ
の
完
全
自
動
運
転
車

に
装
着
さ
れ
た
タ
イ
ヤ
は
︑
普
通
の

空
気
入
り
タ
イ
ヤ
で
し
た
︒

　

自
動
制
御
さ
れ
た
車
で
す
か
ら
︑

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
異
常
な
ど
不
測
の

事
態
が
発
生
し
な
い
限
り
︑
タ
イ
ヤ

の
側
面
を
縁
石
に
擦
っ
て
︑
バ
ー
ス

ト
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
︒

た
だ
︑
路
面
に
落
ち
た
ク
ギ
を
踏
ん

だ
ら
パ
ン
ク
し
ま
す
︒
も
し
く
は
︑

そ
の
タ
イ
ヤ
の
鮮
度
が
古
く
︑
タ
イ

ヤ
全
体
が
劣
化
し
て
い
る
こ
と
で
生

じ
る
タ
イ
ヤ
の
バ
ー
ス
ト
も
あ
り
ま

す
︒
移
動
中
に
突
然
︑
タ
イ
ヤ
が
破

裂
し
た
ら
︑
ど
の
よ
う
な
防
衛
手
段

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
︒

　

今
︑
完
全
自
動
運
転
車
用
の
タ
イ

ヤ
と
し
て
も
っ
と
も
有
力
な
の
が
︑
タ

イ
ヤ
と
ホ
イ
ー
ル
が
一
体
化
さ
れ
た

﹁
エ
ア
レ
ス
タ
イ
ヤ
﹂
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
す
︒
空
気
が
必
要
の
な
い
タ

イ
ヤ
で
︑
側
面
は
ハ
チ
の
巣
の
よ
う
な

﹁
ハ
ニ
カ
ム
構
造
﹂
を
し
て
い
ま
す
︒

多
く
の
隙
間
が
あ
る
こ
と
で
︑
走
行

中
に
路
面
の
小
石
や
異
物
が
中
に
入

っ
て
し
ま
い
ま
す
が
︑
パ
ン
ク
す
る
可

能
性
は
０
％
で
す
︒

　

紛
争
地
を
走
行
す
る
低
速
ジ
ー
プ

な
ど
に
は
す
で
に
装
着
さ
れ
て
い
る
の

で
︑
あ
と
は
乗
用
車
用
タ
イ
ヤ
に
必

要
な
高
速
走
行
に
お
け
る
操
縦
安
定

性
や
︑
タ
イ
ヤ
の
持
ち
（
走
行
可
能

距
離
）
な
ど
の
性
能
を
上
げ
れ
ば
︑

完
全
自
動
運
転
車
用
の
タ
イ
ヤ
と
し

て
︑
十
分
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
の
日
野
自
動

車
ブ
ー
ス
に
展
示
さ
れ
て
い
たFlat 

Form
er

（
フ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
）

の
タ
イ
ヤ
（
写
真
）
が
︑
ま
さ
に
そ

の
エ
ア
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
見
本
で
す
︒
エ

ア
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
装
着
車

両
は
︑
乗
用
車
メ
ー
カ

ー
の
ブ
ー
ス
で
も
見
か

け
ま
し
た
︒
開
発
費
用

や
パ
ン
ク
な
ど
の
ア
フ
タ

ー
ケ
ア
を
考
え
れ
ば
︑

や
っ
ぱ
り
こ
の
形
が
一
番

よ
い
の
だ
と
考
え
ま
す
︒

　

そ
の
一
方
で
︑
国
産
タ

イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
の
ブ
ー
ス

は
︑
現
在
流
通
す
る
市

販
用
タ
イ
ヤ
の
安
全
性

能
を
さ
ら
に
強
化
す
る

技
術
開
発
の
場
と
な
り

ま
し
た
︒
タ
イ
ヤ
に
混

合
す
る
ゴ
ム
素
材
を
進

化
さ
せ
︑
５
年
使
っ
て
も

新
品
タ
イ
ヤ
同
様
の
性

能
を
維
持
す
る
こ
と
の
で
き
る
﹁
新

素
材
タ
イ
ヤ
﹂ま
で
登
場
し
ま
し
た
︒

　

海
外
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
は
︑
空

飛
ぶ
ク
ル
マ
用
の
タ
イ
ヤ
や
︑
自
動

空
気
圧
調
整
装
置
を
備
え
る
ロ
ボ
タ

ク
シ
ー
用
の
タ
イ
ヤ
な
ど
︑50
年
後
︑

１
０
０
年
後
の
未
来
を
描
い
た
展
示

が
多
く
︑
完
全
自
動
運
転
車
の
世
界

を
飛
び
越
え
た
︑
コ
ン
セ
プ
ト
タ
イ

ヤ
系
の
も
の
が
目
立
ち
ま
し
た
︒

　

ゴ
ム
の
素
材
を
研
究
す
れ
ば
︑
タ

イ
ヤ
が
安
全
に
な
り
︑
事
故
も
減
り

ま
す
︒
コ
ン
セ
プ
ト
タ
イ
ヤ
な
ど
の

﹁
夢
を
与
え
る
タ
イ
ヤ
﹂
の
形
は
と

て
も
面
白
い
で
す
︒
た
だ
そ
れ
は
︑

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
求
め
る
タ
イ
ヤ

像
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
感
が
あ
り

ま
す
の
で
︑
今
後
は
自
動
車
メ
ー
カ

ー
と
協
調
し
た
タ
イ
ヤ
造
り
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
︒

　

そ
う
で
な
け
れ
ば
︑
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
独
自
に
タ
イ
ヤ
を
開
発
・
製

造
す
る
時
代
が
や
っ
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
︒
も
し
く
は
タ
イ
ヤ
メ
ー

カ
ー
が
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
傘
下
に

入
る
よ
う
な
︑
大
き
な
転
換
が
な
け

れ
ば
︑
完
全
自
動
運
転
車
の
時
代
は

永
遠
に
や
っ
て
来
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
︒
同
時
に
︑
タ
イ
ヤ
の
形
を
変

え
て
ま
で
進
む
べ
き
未
来
な
の
か
︑

真
剣
に
考
え
る
時
期
が
来
た
の
だ
と

多
く
の
技
術
者
は
思
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
︒

　

そ
う
し
た
中
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
に
装

着
さ
れ
る
タ
イ
ヤ
は
︑
超
現
実
的
な

も
の
で
し
た
︒
後
輪
の
ダ
ブ
ル
タ
イ

ヤ
２
本
を
１
本
化
し
た
﹁
ス
ー
パ
ー

シ
ン
グ
ル
タ
イ
ヤ
﹂（
タ
イ
ヤ
サ
イ
ズ

は
４
５
５
／
55
Ｒ
22
・
５
）
が
目
立

ち
︑
あ
と
数
年
す
れ
ば
︑
大
型
25
㌧

ト
ラ
ッ
ク
は
前
輪
２
本
と
後
輪
４
本

の
６
本
装
着
が
当
た
り
前
の
世
界
に

な
り
そ
う
で
す
︒
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
が

搭
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
︑
パ
ン
ク

時
の
対
処
が
喫
緊
の
課
題
で
す
が
︑

タ
イ
ヤ
内
に
空
気
圧
セ
ン
サ
ー
（
Ｔ

Ｐ
Ｍ
Ｓ
）
は
装
備
し
ま
す
の
で
︑
あ

と
は
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
で

す
︒

　

さ
ら
に
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
も
︑
セ

ン
サ
ー
開
発
の
専
門
メ
ー
カ
ー
と
協

業
す
る
動
き
が
加
速
し
て
い
ま
す
か

ら
︑
10
年
後
の
ト
ラ
ッ
ク
用
タ
イ
ヤ

に
は
︑﹁
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
と
温
度
を

毎
日
診
な
が
ら
︑
高
度
な
タ
イ
ヤ
ケ

ア
を
施
す
時
代
﹂が
来
る
で
し
ょ
う
︒

そ
の
こ
と
だ
け
は
自
信
を
持
っ
て
予

言
で
き
ま
す
︒

　

２
年
後
の
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

も
期
待
し
て
い
ま
す
︒

　いす 自ゞ動車㈱は、テーマを「Create�with�
you.�これからも『運ぶ』を支えるために」とし、シ
ョーモデルや現行車種の改良モデルなどを出展し
た。
　ショーモデルの「FL-IR」は、Future�Logistics�
Intelligent�Relayの略。トラックの隊列走行などが
魚類の行動と似ていることから、外見はサメをモチ
ーフに、効率的なロボットのイメージと合わせたデザ
インが採用された（写真右）。インテリアは、手動
・自動の運転モードの切り替えでダッシュボードが入
れ替わるレイヤーデザインを採用し、運転席は車両
のセンターに配置した。
　「エルフEVウォークスルーバン」（写真下）は、
エンジンがないＥＶ（電気自動車）ならではの利点を活かし、運転席と荷室が一体化したウォークスル
ー構造とした。ドライバーは車内で往来できることから、集配作業の高効率化や労働環境の改善が期
待できる。また、安全面では、ドアミラーの代わりに電子ミラーシステム（カメラモニタリングシステム）を
装備して後方の視認性を向上させた。さらに、車両の周囲すべてを確認できる3Dサラウンドマルチビ
ュー（全方位モニター）も搭載。死角をなくし安全な駐車をサポートする。
　同社主力車種の大型トラック「ギガ」は、安全性能とドライバーの疲労軽減の2点を強化した改良

版が参考出展された。安全面では、衝突被
害軽減ブレーキが歩行者と自転車にも対応。
さらに、右左折時の巻き込み事故抑制と車
線変更支援のため、死角を監視するブライン
ドスポットモニターや高機能型（可変配光型
LED）ヘッドランプなどが装備された。
　疲労軽減機能としては、全車速域で先行
車に追従する「全車速ミリ波車間クルー
ズ」を搭載したほか、新型のハイルーフ
キャビンを装備して居住性も高めた。そして、
クラウド型車両運行・動態管理システム
「MIMAMORI」も項目を拡充。車両のコ
ンディションや安全装置の作動状況なども新
たにモニタリングされる。

　日野自動車㈱は、コンセプトモデル
「FlatFormer（フラットフォーマー）」や、
今年 6月に発売した世界初の技術を搭載
する「日野プロフィア�ハイブリッド」などを出
展した。出展テーマは「Transporting�
Every�Happiness」。
　フラットフォーマーは、活用可能な空間を
最大化したモビリティプラットフォームと、そ
れを最適に活用するサービスプラットフォーム
を持つ車両。同車は、自動運転を前提とし
た電気自動車で、モーター、ブレーキ、サ
スペンション、ステアリング機構を一体化し
たユニットをフロントの2輪に組み込み、モ
ーター、ブレーキとサスペンションを一体とした小径タンデムユニットを後部に配置し、これまでのモビリテ
ィの概念を変えた（写真右上）。上に載せるユニットは様々なものが想定され、多種多様なサービス、
空間や機能に対応できる。例えば朝、昼、夜で異なるユニットを載せて活用するなど、効率的な運用
が可能となる。
　また、「日野プロフィア�ハイブリッド」（写真下）は、GPSや車載センサー、3D地図情報をもとに、

100km先までの勾配を先読みしAI
（人工知能）が走行負荷を予測し
て、最適なハイブリッド制御を行う世
界初の技術を搭載した。これにより、
消費電力の最小化と燃費の最大化
を両立し、環境負荷の低減に貢献
するとしている。
　さらに、万が一のドライバーの異
常を車両が検知し、車両を停止さ
せるドライバー異常時対応システム
（EDSS：Emergency�Driving�
Stop�System）も出展した。異常
検知後、車両周囲の安全を確認し
路肩へ退避するという自動運転技
術を活用した。

10月24日（木）〜11月4日（月・休）の12日間
東京ビッグサイト等にて開催

ク
ル
マ
と
タ
イ
ヤ
の
未
来
が
垣
間
見
え
た
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
２
０
１
９

「
完
全
自
動
運
転
」
は
「
高
度
な
タ
イ
ヤ
ケ
ア
」
と
一
体
で

▼
▼
▼
タ
イ
ヤ
ケ
ア
☆
ホ
ン
ト
の
話　

～
Ｔ
Ｍ
Ｓ
２
０
１
９
編
～
▲
▲
▲

タ
イ
ヤ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
渡
辺 

剛
満

　「第46回東京モーターショー 2019」（主催・一般社団法人日本自動車工業会、協賛・全日本トラック
協会など）は、10月24日から11月4日までの12日間の会期で、東京ビッグサイト（青海・西・南展示棟）
等で開催された。今回のモーターショーは「OPEN FUTURE」をテーマに、192の企業・団体が参加。
期間中、約130万人が会場を訪れた。『広報とらっく』では、大型トラック4社の展示内容を紹介すると
ともに、タイヤジャーナリスト・渡辺剛満氏のタイヤケアコラム「TMS2019編」をお届けする。

いすゞ 自動車 日野自動車

モビリティコンセプト「FlatFormer」や
大型ハイブリッドなど発表

「安全性能」と「疲労軽減」など強化
ショーモデル「FL-IR」も出展
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　UDトラックス㈱では、「INNOVATION�
FOR�SMART�LOGISTICS　暮らしを支
える物流に、革新を。」をテーマに、同テ
ーマを体現した未来のトラック「Quon�
Concept�202X」を参考出展したほか、レ
ベル4自動運転技術実験車両「風神」、
東京モーターショーで初公開となるハイブリ
ッド実験車両「雷神」などの車両を展示し
た。
　２０２X年を想定したコンセプトトラック
「Quon�Concept�202X」（写真左）では、
ディスプレイやエクステリアをドライバーが快
適に運転できるようにカスタマイズを可能に
しているほか、AI（人工知能）、カメラモ
ニタリングシステムなど先進のテクノロジーを

ふんだんに取り入れ、「スマートロジスティクス」の姿を想像させる未来の車両となっている。
　「風神」「雷神」は、同社の大型トラック「Quon」をベースに開発された車両。「風神」（写真下）
は、今年８月に北海道で行われた、一部
公道を使用した国内初のレベル４自動運
転技術実証実験で使用された車両で、
RTK-GPS（リアルタイムキネマティック全
地球測位システム）や３D-LiDAR（３次
元レーザー光走行空間センサー）などの
技術を駆使して自動走行を行う。
　また、「雷神」はハイブリッド実験車両と
して開発され、必要に応じて電動走行モ
ードで走行する機能が搭載されている。
　同社では、昨年に発表した次世代技術
ロードマップ「Fujin�&�Raijin（風神雷神）
――ビジョン２０３０」の中で、完全自動運
転トラックと大型フル電動トラックの量産化
に向けて、開発を進めていく方針を示して
いる。

　三菱ふそうトラック・バス㈱は、商用車と
して日本初の発表となるSAE（米自動車
技術会）が定める運転自動化レベル２に相
当する高度運転支援機能を搭載した大型ト
ラック「スーパーグレート」２０１９年モデル（10
月より販売開始）を発表したほか、燃料電
池小型トラックのコンセプトモデル「Vision�
F-CELL」などの車両を展示した。
　「スーパーグレート」（写真右）には、レ
ベル２相当の高度運転支援機能「アクティ
ブ・ドライブ・アシスト」と、従来モデルから
性能をさらに向上させた衝突被害軽減ブレ
ーキ「アクティブ・ブレーキ・アシスト５
（ABAⓇ５）」を新規搭載。日本の道路状
況に適合した各種先進安全支援装置を搭載したことにより、安全性能を一段と強化した。ステアリング、
アクセル、ブレーキの制御をサポートし、運転中のドライバーを支援する様 な々技術を搭載したことで、ド
ライバーの負担軽減に大きく貢献していくこととなる。

　また、「Vision�F-CELL」（写真
左）は、電気トラックの将来の展望
を表すコンセプトモデルとして登場。
燃料電池のパワーを使用すること
で、航続可能距離を３００kmにま
で伸ばした。
　なお、平成 29（2017）年に量
産型の小型電気トラック「eCanter」
を発表して以来、日本、ヨーロッパ、
北米で現在１４０台以上の同社製
電気トラックが稼働している。同社
では、今後もバッテリー式電気自動
車の開発・販売を継続しながら、
バッテリー式電気を超える技術、ま
た電動技術に基づいた新技術の
開発を模索していきたいとしている。

第46回 東京モーターショー 2019特 

集

UDトラックス 三菱ふそうトラック・バス

安全性能が向上した「スーパーグレート」　
燃料電池小型トラックも登場

実証実験に使用した自動運転トラックを展示
未来の物流の姿を描き出す
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㈲
丸
和
運
輸
（
大
和
博
見

代
表
取
締
役
）
は
︑
大
手
物

流
事
業
者
の
幹
線
輸
送
を
手

が
け
る
運
送
会
社
で
︑
島
根

県
内
に
あ
る
大
手
物
流
事
業

者
の
営
業
所
か
ら
名
古
屋
・

大
阪
・
岡
山
・
四
国
・
九
州

へ
の
輸
送
を
行
っ
て
い
る
︒
ま

た
︑
同
社
で
は
レ
ッ
カ
ー
事

業
も
展
開
し
て
い
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
が
本
社
営
業

所
を
構
え
て
い
る
島
根
県
安

来
市
周
辺
で
は
︑
12
月
に
入

る
と
雪
の
降
る
日
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
︒
昔
に
比
べ

て
近
年
は
降
雪
が
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
が
︑
時
に
多

く
雪
が
降
る
こ
と
も
あ
る
と

い
う
︒﹁
平
成
23
年
豪
雪
﹂

で
は
︑
前
年
（
22
年
）
の
大

晦
日
か
ら
翌
日
の
元
旦
に
か

け
て
断
続
的
に
雪
が
降
り
続

き
︑
松
江
市
で
も
大
晦
日
の

１
日
だ
け
で
51
㌢
㍍
と
い
う

積
雪
を
記
録
︒
道
路
交
通
網

が
麻
痺
し
た
た
め
︑
同
社
の

ト
ラ
ッ
ク
も
３
日
間
ほ
ど
本

社
営
業
所
に
戻
れ
な
く
な
っ

た
と
い
う
︒

　

ま
た
︑
29
年
１
月
に
は
︑

米
子
自
動
車
道
蒜ひ

る
ぜ
ん山
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
で
積

雪
量
２
・
06
㍍
を
記
録
す
る

ほ
ど
の
大
雪
と
な
り
︑
蒜
山

Ｉ
Ｃ
～
江こ

う

ふ府
Ｉ
Ｃ
間
の
勾
配

箇
所
で
発
生
し
た
大
型
車
両

の
立
ち
往
生
を
き
っ
か
け
に
︑

延
長
約
４
㌔
㍍
︑
約
３
０
０

台
の
滞
留
が
発
生
し
た
こ
と

も
あ
る
（
コ
ラ
ム
①
参
照
）︒

　

こ
の
た
め
︑
同
社
で
は
11

月
半
ば
か
ら
︑
雪
道
へ
の
備

え
を
実
施
し
て
い
る
︒
ま
ず

こ
こ
で
は
︑
同
社
に
お
け
る

冬
を
迎
え
る
前
の
準
備
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
こ
う
︒

　

降
雪
期
を
迎
え
る
に
あ
た

り
︑
同
社
で
は
タ
イ
ヤ
を
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
交
換

す
る
と
と
も
に
︑
携
行
す
る

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
確
認
を

行
う
︒
チ
ェ
ー
ン
を
装
着
し

た
状
態
で
積
雪
し
て
い
な
い

舗
装
道
路
を
走
行
す
る
と
︑

チ
ェ
ー
ン
が
す
り
減
る
︒
そ

の
状
態
の
ま
ま
チ
ェ
ー
ン
を

使
い
続
け
る
と
︑
強
度
が
下

が
っ
て
切
れ
や
す
く
な
っ
て
し

ま
う
︒
そ
の
た
め
︑
同
社
で

は
冬
を
迎
え
る
前
に
︑
チ
ェ

ー
ン
が
雪
道
で
の
使
用
に
適

し
た
状
態
で
あ
る
か
を
確
認

し
た
上
で
︑
チ
ェ
ー
ン
を
携

行
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

な
お
︑
同
社
で
は
︑
運
行
途

中
で
の
チ
ェ
ー
ン
切
れ
に
備

え
て
︑
チ
ェ
ー
ン
を
２
セ
ッ
ト

用
意
し
て
乗
務
さ
せ
る
よ
う

に
し
て
い
る
︒

　
﹁
雪
が
少
な
い
地
域
の
方

は
︑
そ
も
そ
も
チ
ェ
ー
ン
の

必
要
性
を
十
分
に
認
識
し
て

お
ら
れ
な
い
人
も
少
な
く
な

い
よ
う
で
す
︒﹃
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
だ
か
ら
大
丈
夫
﹄

と
誤
解
し
て
チ
ェ
ー
ン
を
携

行
し
て
い
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー

も
い
ま
す
し
︑
な
か
に
は
大

型
車
に
乗
っ
て
い
る
の
に
携

行
し
て
い
る
チ
ェ
ー
ン
は
４
㌧

車
用
だ
っ
た
り
す
る
人
も
い

る
ほ
ど
で
す
︒
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
を
過
信
せ
ず
︑﹃
山

陰
地
方
の
雪
道
走
行
時
に

は
︑
チ
ェ
ー
ン
の
携
行
・
装

着
は
必
須
﹄
と
お
考
え
い
た

　

同
社
に
入
社
し
た
ば
か
り

の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
中
に
は
︑

雪
道
走
行
の
経
験
に
乏
し
い

人
も
い
る
︒
チ
ェ
ー
ン
を
適

切
に
装
着
で
き
て
い
な
け
れ

ば
︑
走
行
中
に
チ
ェ
ー
ン
が

切
れ
る
な
ど
危
険
な
状
況
と

な
る
︒
ま
た
︑
雪
道
の
状
況

に
あ
っ
た
運
転
操
作
を
行
わ

な
け
れ
ば
︑
事
故
の
惹
起
や

滞
留
の
発
生
に
も
繋
が
り
か

ね
な
い
︒
そ
の
た
め
︑
同
社

で
は
初
め
て
冬
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
る
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
を

だ
き
︑
十
分
な
準
備
を
し
た

上
で
乗
務
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
﹂（
大
和
社
長
）

　

チ
ェ
ー
ン
を
装
着
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
︑
同
社

で
は
﹁
積
雪
が
想
定
さ
れ
る

時
に
は
︑
早
め
に
装
着
す
る

よ
う
に
﹂と
指
導
し
て
い
る
︒

　

雪
の
多
い
地
方
で
は
︑
道

路
沿
い
に
﹁
チ
ェ
ー
ン
脱
着

場
﹂が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
︑

大
雪
の
際
に
は
積
も
っ
た
雪

の
せ
い
で
脱
着
作
業
が
で
き

集
め
︑
チ
ェ
ー
ン
の
装
着
方

法
を
指
導
す
る
と
と
も
に
︑

積
雪
時
の
運
転
に
つ
い
て
教

育
を
行
っ
て
い
る
︒

　

チ
ェ
ー
ン
の
装
着
方
法
に

つ
い
て
は
︑
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ

バ
ー
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
︑
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
に
実

際
に
チ
ェ
ー
ン
を
装
着
し
て

も
ら
う
︒
実
際
に
何
度
も
経

験
す
る
こ
と
で
︑
正
し
い
チ

ェ
ー
ン
装
着
の
仕
方
が
身
に

付
く
の
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
積
雪
時
の
運
転
操

な
い
よ
う
な
場
所
も
出
て
く

る
と
い
う
︒
チ
ェ
ー
ン
を
装

着
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸
し

て
し
ま
う
と
︑
チ
ェ
ー
ン
未

装
着
の
ま
ま
で
雪
道
を
走
行

す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な

い
︒
山
陰
地
方
の
雪
は
︑
水

分
を
多
く
含
む
湿
っ
た
雪
で
︑

シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状
で
路
面
に
積

も
っ
て
い
る
︒
こ
う
し
た
路

面
の
場
合
︑
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
の
持
つ
機
能
が
十
分

に
発
揮
さ
れ
ず
に
︑
タ
イ
ヤ

が
滑
っ
て
ハ
ン
ド
ル
が
利
か

な
く
な
っ
て
し
ま
う
︒ま
た
︑

断
続
的
に
多
く
の
雪
が
降
り

続
く
よ
う
な
状
況
下
で
は
︑

タ
イ
ヤ
が
ス
タ
ッ
ク
し
て
し
ま

い
︑
大
規
模
な
立
ち
往
生
に

繋
が
っ
て
し
ま
う
︒
国
土
交

通
省
で
は
昨
年
か
ら
︑
警
報

が
発
表
さ
れ
る
よ
う
な
大
雪

の
際
に
立
ち
往
生
が
懸
念
さ

れ
る
高
速
道
路
や
国
道
の
区

間
で
︑
通
行
す
る
全
て
の
車

作
に
つ
い
て
は
︑
ま
ず
﹁
雪

質
に
よ
っ
て
走
行
環
境
が
大

き
く
変
わ
る
﹂
こ
と
を
教
育

す
る
︒
北
海
道
な
ど
で
み
ら

れ
る
︑
水
気
の
な
い
サ
ラ
サ

ラ
の
雪
の
場
合
は
︑
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
性
能
が
発

揮
さ
れ
る
︒
一
方
で
︑
先
述

の
よ
う
に
山
陰
地
方
は
湿
っ

た
雪
で
あ
る
た
め
︑
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
へ
の
過
信
は

禁
物
で
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
運

転
席
か
ら
は
一
見
す
る
と
濡

れ
た
だ
け
の
路
面
に
し
か
見

　

冬
と
な
り
︑
平
地
で
雪
が

舞
う
よ
う
に
な
る
と
︑
峠
で

は
積
雪
と
な
っ
て
い
る
こ
と

も
多
い
︒
そ
の
た
め
︑
平
地

で
は
雪
が
積
も
っ
て
い
な
く

て
も
︑
峠
を
越
え
る
よ
う
な

長
距
離
運
行
時
に
は
雪
へ
の

万
全
の
準
備
が
欠
か
せ
な
い
︒

こ
こ
で
は
︑
同
社
に
お
け
る

冬
の
時
期
の
乗
務
前
に
お
け

る
準
備
と
︑
緊
急
時
に
お
け

る
対
応
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
く
︒

　

同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
日

頃
か
ら
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
燃
料

大和　博見
代表取締役島根から名古屋、大阪、岡山、四国、九州への幹線輸送を手がける同社

初めて冬シーズンを迎える新人ドライバーに対しては、チェーンの装着
の仕方について指導を行う

え
な
い
が
︑
実
は
凍
結
し
て

い
る
た
め
特
に
危
険
な
﹁
ブ

ラ
ッ
ク
ア
イ
ス
バ
ー
ン
﹂
へ
の

対
応
な
ど
︑
路
面
状
況
に
応

じ
た
慎
重
な
運
転
操
作
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
︒

　

同
社
で
は
︑﹁
積
雪
時
に

は
︑
安
全
に
走
行
で
き
る
と

思
う
速
度
よ
り
も
さ
ら
に
時

速
10
㌔
㍍
程
度
落
と
す
と
と

も
に
︑
車
間
距
離
を
い
つ
も

よ
り
も
多
く
取
る
﹂
こ
と
を

指
導
し
︑
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
し
て
雪
道
走
行
へ
の
注

意
を
促
し
て
い
る
︒

　
﹁
雪
道
走
行
の
経
験
の
な

い
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
︑

雪
道
の
持
つ
危
険
性
が
な
か

な
か
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
︒
雪
道
走
行
の
際
に
取
る

べ
き
運
転
動
作
を
具
体
的
に

伝
え
︑
そ
れ
を
徹
底
し
て
い

く
こ
と
で
︑
降
雪
シ
ー
ズ
ン

の
事
故
防
止
に
繋
げ
て
い
ま

す
﹂（
大
和
晃
介
取
締
役
）

を
満
タ
ン
に
し
て
お
く
習
慣

が
つ
い
て
い
る
と
い
う
︒
乗

務
前
に
は
燃
料
を
満
タ
ン
に

し
て
か
ら
出
発
す
る
と
と
も

に
︑
道
路
の
通
行
止
め
な
ど

が
想
定
さ
れ
る
よ
う
な
際
に

は
早
め
に
燃
料
を
補
給
す
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
る
︒
ま

た
︑
大
雪
の
予
報
が
発
表
さ

れ
て
い
る
際
に
は
︑
長
時
間

の
立
ち
往
生
に
備
え
て
水
や

食
料
を
用
意
す
る
よ
う
に
呼

び
か
け
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑

積
雪
が
多
く
な
っ
て
車
か
ら

降
り
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合

を
想
定
し
て
︑
点
検
ハ
ン
マ

ー
は
運
転
席
近
く
の
す
ぐ
取

れ
る
よ
う
な
場
所
に
置
い
て

お
く
ほ
か
︑
狭き

ょ
う
あ
い隘
な
一
般
道

を
走
行
す
る
こ
と
の
多
い
４

㌧
車
ま
で
の
小
さ
な
車
に
は
︑

ス
タ
ッ
ク
な
ど
の
際
に
使
え

る
ス
コ
ッ
プ
を
用
意
し
て
い
る
︒

　
﹁
営
業
所
を
出
発
す
る
時

は
穏
や
か
な
天
候
で
あ
っ
て

も
︑
１
時
間
も
走
る
と
状
況

が
一
変
し
て
き
ま
す
︒
特
に

長
距
離
運
行
の
際
に
は
︑
最

悪
な
状
況
を
も
想
定
し
た
上

で
︑
念
入
り
に
準
備
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
﹂（
同
）

　

本
社
営
業
所
で
は
︑
気
象

両
に
対
し
て
チ
ェ
ー
ン
の
装

着
を
義
務
付
け
て
い
る
︒﹁
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
だ
か
ら

何
と
か
乗
り
切
れ
る
だ
ろ

う
﹂
と
過
信
せ
ず
に
︑
冬
の

時
期
は
常
に
チ
ェ
ー
ン
を
携

行
す
る
と
と
も
に
︑
必
要
と

な
っ
た
際
に
は
い
ち
早
く
チ
ェ

ー
ン
を
装
着
す
る
こ
と
が
︑

雪
道
で
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に

繋
が
る
の
で
あ
る
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
は
﹃
で
き
れ

ば
︑
寒
い
思
い
を
し
て
チ
ェ

ー
ン
を
か
け
た
く
な
い
﹄
と

考
え
が
ち
で
す
が
︑
こ
う
し

た
気
の
緩
み
が
︑
雪
道
で
の

ト
ラ
ブ
ル
に
直
結
す
る
の
で

す
︒
当
社
で
は
レ
ッ
カ
ー
作

業
を
手
が
け
て
い
る
こ
と
も

あ
り
︑
他
の
車
に
迷
惑
を
か

け
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
︒
ト
ラ
ブ
ル

な
く
雪
道
を
走
行
す
る
た
め

に
︑
当
社
で
は
早
め
の
チ
ェ

ー
ン
装
着
を
徹
底
し
て
い
ま

す
﹂（
同
）

　
近
年
、
予
想
を
超
え
る
大
雪
に
見
舞
わ

れ
る
こ
と
で
、
幹
線
道
路
の
通
行
止
め
や

車
の
立
ち
往
生
な
ど
が
各
所
で
発
生
し
て

い
ま
す
。
た
と
え
平
野
部
で
は
降
雪
し
て

い
な
く
て
も
、
山
間
部
の
峠
道
な
ど
で
は

積
雪
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
予
期

せ
ぬ
降
雪
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
適
切

な
対
応
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
本
特
集
で
は
、
積
雪
の
多
い
地

域
に
拠
点
を
構
え
る
運
送
事
業
者
を
取
材

し
、
冬
に
向
け
た
対
策
の
重
要
性
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、
島
根
県

安
来
市
に
本
社
営
業
所
を
構
え
る
、
㈲
丸

和
運
輸
に
お
け
る
取
り
組
み
で
す
。

米子自動車道（蒜
ひ る ぜ ん

山 IC ～江
こ う ふ

府 IC 間）における
大雪による大規模滞留 　（平成 29 年１月）

　平成 29 年１月 23 日から 24 日にかけて、中国地方に強い寒気が流れ
込み、冬型の気圧配置が強まったことにより大雪（蒜山インターチェンジ
〔IC〕：2.06 ｍ）となり、さらに鳥取県米子市の最低気温がマイナス４℃
にまで下がった。
　米子自動車道の蒜山 IC 〜江府 IC 間には縦断勾配が５％と厳しい箇所も
あり、こうした場所での大型車両の立ち往生に起因した、延長約４km、
約 300 台の滞留が発生した。
　立ち往生車両発生後に通行止めを開始したこと、また通行止め後も予想
以上の降雪が続いたこともあり、滞留車両の排除に約 19 時間、通行止め
解除まで約 45 時間を要した。
　これらのことから、立ち往生車両発生後に実施した「通行止めのタイミ
ングの遅れ」、滞留車両発生後に強降雪が継続した場合における「除雪車
両集中投入等の除雪体制の確保」といった課題がみられた。
【出典：「大雪時の道路交通確保対策　中間とりまとめ」

国土交通省 冬期道路交通確保対策検討委員会（平成 30 年５月）】

コラム①

同
社
で
は
、早
め
の
チ
ェ
ー
ン
装
着
を

徹
底
し
、雪
道
で
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然

に
防
い
で
い
る

《スノーシーズン間近》冬期における安全運行特集

雪道でのトラブルを防ぐために
「
雪
へ
の
油
断
」
が
雪
道
で
の
事
故
や
滞
留
の
原
因
に

欠
か
せ
な
い
「
事
前
か
ら
の
雪
へ
の
対
策
」

〈
島
根
県
安
来
市　

有
限
会
社
丸
和
運
輸
〉

雪
質
に
よ
っ
て
走
行
環
境
は
大
き
く
変
化

路
面
状
況
に
応
じ
た
慎
重
な
運
転
操
作
を

出
発
前
に
「
最
悪
な
状
況
」
を
想
定
し
て
準
備

緊
急
時
の
「
独
断
」
が
事
故
や
滞
留
を
招
く

冬
は
「
チ
ェ
ー
ン
の
携
行
・
装
着
が
必
須
」

早
め
の
装
着
で
雪
道
で
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国27か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国27か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39
❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会 41

❹ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39
❺ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45
❻ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30
❼ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46
❽ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41
❾ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97
� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52
� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 45
� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116
� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74
� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82
� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45
� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80
� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60
� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53
� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37
� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30
� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70
� 鳥　栖 佐賀県烏栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48
� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45
� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43
� 宮　崎 宮崎県児湯郡新富町大字三納代字畑中 1765-1 0983-33-0880 18

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

食
　
文
　
化

ほんのヒトコマ ［第53回］

「主人の母の弟の連れ合いの妹の子供が紅白に……」

食
　
文
　
化

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜灯火編〜
	 【解 答】２面に問題

❶	○（法52条第１項、施行令18条第１
項）夜間、道路を通行するときは、前照
灯、車幅灯、尾灯、番号灯、室内照明灯
（乗合自動車のみ）を点灯しなければな
らない。
❷	×（施行令第20条）夜間に対向車と
すれ違うときは、必ず前照灯の光度を減
じ、又はその照射方向を下向きにしなけ
ればならず、必要に応じてすればよいと
いうものではない。
❸	×（施行令第19条）昼間でも、トン
ネルの中、濃霧がかかっている場所その
他の場所で、視界が高速自動車国道及

び自動車専用道路においては200メート
ル、その他の道路においては50メートル
以下であるような暗い場所を通行する
場合は、灯火をつけなければならない。
❹	×（施行令第18条第2項）一般道路
において、夜間に駐停車するときは、非
常点滅表示灯又は尾灯をつけなければ
ならない。
❺	○（教則第6章第3節2.		灯火④）夜
間、見通しの悪い交差点やカーブなどの
手前では、前照灯を上向きに切り替える
か点滅して、ほかの車や歩行者に交差点
への接近を知らせる。

164「
郷
土
の
味
⑨
」 

伊
勢
海
老
の
て
こ
ね
寿
司

　

す
し
飯
に
刺
身
を
の
せ
た

ち
ら
し
寿
司
（
生
ち
ら
し
）

は
魚
好
き
に
う
っ
て
つ
け
の

ご
飯
物
だ
が
︑
と
き
に
は
醤

油
を
つ
け
な
が
ら
食
べ
る
の

が
面
倒
で
︑﹁
お
行
儀
悪
く

ぜ
ー
ん
ぶ
混
ぜ
て
食
べ
た
ら

ど
う
な
ん
だ
ろ
う
﹂
と
思
う

こ
と
が
あ
る
︒
な
ん
と
な
く
︑

醤
油
が
シ
ャ
リ
と
ネ
タ
に
よ

く
か
ら
ん
で
︑
味
わ
い
が
深

く
な
り
そ
う
だ
か
ら
だ
︒

　

そ
ん
な
思
い
を
郷
土
料
理

で
実
現
し
た
の
が
︑
三
重
県

志
摩
地
方
の
て
こ
ね
寿
司
︒

志
摩
で
は
女
性
は
海
女
と
し

て
知
ら
れ
る
が
︑
男
た
ち
は

か
つ
お
船
に
乗
り
込
む
こ
と

が
多
か
っ
た
︒
そ
し
て
︑
船

上
で
飯
ど
き
に
な
る
と
︑
持

参
し
た
す
し
飯
に
釣
り
た
て

の
か
つ
お
の
刺
身
を
混
ぜ
︑

醤
油
が
︑
魚
の
生
臭
さ
を
消

す
の
に
よ
く
合
う
の
も
幸
い

だ
っ
た
︒

　

漁
の
仕
事
に
適
し
た
︑
早

く
て
う
ま
い
食
べ
物
で
あ
れ

ば
︑
忙
し
い
ド
ラ
イ
バ
ー
の

食
事
に
も
合
う
に
決
ま
っ
て

い
る
︒
試
し
て
み
る
な
ら
︑

伊
勢
神
宮
内
宮
近
く
の
お
か

げ
横
丁
に
あ
る
魚
料
理
屋

﹁
海
老
丸
﹂
に
限
る
︒

せ
て
あ
る
か
ら
︑
箸
で
寿
司

飯
と
軽
く
混
ぜ
合
わ
せ
て
い

た
だ
く
だ
け
で
よ
ろ
し
い
︒

　

さ
て
︑
は
や
る
心
を
抑
え

て
ひ
と
口
︒
志
摩
の
潮
騒
が

五
体
に
響
き
︑
海
老
の
う
ま

味
と
甘
味
が
舌
に
じ
ん
わ
り

広
が
る
︒
添
え
て
あ
る
伊
勢

海
老
の
味
噌
汁
を
す
す
れ

ば
︑さ
ら
に
海
が
近
く
な
る
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

醤
油
を
ぶ
っ
か
け
て
︑
手
で

さ
さ
っ
と
混
ぜ
て
無
造
作
に

口
に
放
り
込
ん
だ
も
の
だ
︒

　

一
方
︑
浜
の
女
た
ち
も
︑

手
早
く
つ
く
れ
て
魚
が
う
ま
い

﹁
父
ち
ゃ
ん
の
ま
か
な
い
飯
﹂

を
食
卓
に
取
り
入
れ
︑
青
じ

そ
︑
海
苔
︑
ご
ま
を
散
ら
す

な
ど
の
工
夫
を
加
え
て
︑
お

も
て
な
し
料
理
に
昇
格
さ
せ

た
︒
こ
の
地
方
独
特
の
甘
い

　

こ
の
店
は
﹁
浜
の
男
衆
料

理
﹂
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
︑
な

ん
と
も
豪
華
な
こ
と
に
伊
勢

海
老
を
一
人
前
に
つ
き
丸
々

一
尾
使
用
す
る
の
だ
︒海
苔
︑

錦
糸
卵
な
ど
で
彩
っ
た
具
だ

く
さ
ん
の
寿
司
飯
に
︑
和
具

港
か
ら
直
送
し
た
伊
勢
海
老

の
お
造
り
を
堂
々
と
鎮
座
さ

せ
る
豪
快
ぶ
り
で
あ
る
︒
海

老
に
は
醤
油
だ
れ
を
か
ら
ま

情
報
を
逐
一
確
認
し
て
い
る

ほ
か
︑
国
道
事
務
所
な
ど
に

よ
る
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
映
像（
コ

ラ
ム
②
参
照
）
を
パ
ソ
コ
ン
で

い
つ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
お
き
︑
刻
々
と
変
化
す

る
路
面
状
況
を
随
時
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
る
︒
同
社
の
車
両

に
搭
載
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ

ル
タ
コ
グ
ラ
フ
に
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ

機
能
が
内
蔵
さ
れ
て
お
り
︑

営
業
所
で
そ
れ
ぞ
れ
の
車
両

の
位
置
や
走
行
状
況
な
ど
が

分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒

大
雪
の
場
合
に
は
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て

状
況
を
確
認
す
る
と
と
も

に
︑
周
辺
を
走
行
し
て
い
る

他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
展
開

し
︑情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
︒

　

な
お
︑
長
距
離
を
走
行
す

る
大
型
車
の
場
合
︑
同
社
で

は
基
本
的
に
は
米
子
道
や
浜

田
自
動
車
道
な
ど
と
い
っ
た

高
速
道
路
を
走
行
す
る
︒
し

か
し
︑
米
子
道
で
は
蒜
山
Ｉ

Ｃ
～
米
子
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
間
が
︑
浜
田
道

で
は
浜
田
Ｊ
Ｃ
Ｔ
付
近
を
除

い
た
全
線
が
暫
定
２
車
線
で

の
運
用
と
な
っ
て
お
り
︑
通

行
の
面
で
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

る
︒
ま
た
︑
山
間
部
は
勾
配

が
厳
し
く
降
雪
量
も
多
く
な

る
た
め
︑
通
行
止
め
に
な
る

こ
と
も
少
な
く
な
い
︒

　

同
社
で
は
︑
高
速
道
路
の

通
行
止
め
な
ど
と
い
っ
た
非

常
時
に
は
︑
安
全
な
場
所
に

車
両
を
停
車
さ
せ
た
上
で
︑

営
業
所
か
ら
の
指
示
を
仰
ぐ

よ
う
指
導
し
て
い
る
︒

　
﹁
２
年
前
の
台
風
の
際
に
︑

山
陽
地
方
側
に
当
社
の
車
両

が
10
数
台
い
た
の
で
す
が
︑

山
陰
地
方
へ
の
高
速
道
路
が

通
行
止
め
と
な
り
︑
多
く
の

車
両
が
営
業
所
に
戻
れ
な
く

な
り
ま
し
た
︒
営
業
所
で
は
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
と
密
に
連
絡
を

取
り
合
い
な
が
ら
情
報
収
集

を
行
い
︑
走
行
に
支
障
の
な

い
ル
ー
ト
の
走
行
を
指
示
︒

結
果
︑
山
陰
側
へ
と
戻
っ
て

く
る
の
に
20
時
間
く
ら
い
か

か
り
ま
し
た
︒
当
社
で
は
︑

﹃
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に

は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
独
断
で

行
動
せ
ず
に
︑
安
全
な
場
所

に
退
避
し
て
か
ら
会
社
か
ら

の
指
示
を
仰
ぐ
﹄
こ
と
を
徹

底
さ
せ
て
い
ま
す
﹂（
杉
井
健

一
運
行
管
理
部
長
）

　

こ
こ
数
年
︑
こ
れ
ま
で
の

経
験
や
常
識
か
ら
大
き
く
か

け
離
れ
た
豪
雨
や
台
風
な
ど

の
異
常
気
象
に
よ
り
︑
日
本

各
地
で
甚
大
な
被
害
が
立
て

続
け
に
発
生
し
て
い
る
︒
こ

う
し
た
状
況
が
続
く
な
か

で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

が
円
滑
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
続
け
て
い
く
た
め
に

は
︑
冬
の
時
期
の
雪
の
降
り

方
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に

注
意
を
払
う
と
と
も
に
︑
冬

を
迎
え
る
前
か
ら
十
分
な
準

備
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
︒

　

最
後
に
大
和
社
長
か
ら
雪

の
少
な
い
地
域
の
運
送
事
業

者
に
対
し
て
︑﹁
雪
の
多
い
地

域
を
運
行
す
る
際
の
心
構

え
﹂
に
つ
い
て
聞
い
た
︒

　
﹁
我
々
の
よ
う
な
雪
の
多

い
地
域
の
運
送
事
業
者
は
︑

﹃
少
な
く
と
も
年
に
１
回

は
︑
大
雪
に
見
舞
わ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
﹄
ぐ
ら
い
の
気

持
ち
で
︑
こ
れ
ま
で
紹
介
し

て
き
た
雪
へ
の
対
策
を
当
た

り
前
の
よ
う
に
や
っ
て
き
て

い
ま
す
︒
し
か
し
︑
雪
の
少

な
い
地
域
の
運
送
事
業
者
の

皆
さ
ん
は
雪
へ
の
意
識
が
そ

こ
ま
で
高
く
は
な
い
た
め
︑

チ
ェ
ー
ン
な
ど
の
必
要
な
装

備
を
携
行
・
装
着
せ
ず
に
雪

道
を
走
行
し
て
し
ま
い
︑
結

果
と
し
て
ト
ラ
ブ
ル
に
陥
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒
車
体

の
大
き
な
ト
ラ
ッ
ク
の
立
ち

往
生
に
よ
っ
て
生
活
道
路
が

麻
痺
し
て
し
ま
う
と
︑
多
く

の
地
域
住
民
の
生
活
に
深
刻

な
影
響
を
与
え
ま
す
︒
冬
場

の
運
行
時
に
は
︑
ぜ
ひ
と
も

我
々
と
同
じ
よ
う
に
雪
へ
の

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
︑

﹃
雪
道
を
走
行
す
る
運
送
事

業
者
と
し
て
当
た
り
前
の
こ

と
﹄
を
着
実
に
実
行
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
﹂（
大
和
社
長
）

（
取
材
協
力
）
㈲
丸
和
運
輸

　

大
和
博
見
代
表
取
締
役
、

大
和
晃
介
取
締
役
、
杉
井
健

一
運
行
管
理
部
長

1
運
行
開
始
前
の
ポ
イ
ン
ト

① 

気
象
情
報
・
道
路
情
報
の

確
認

　

気
象
や
道
路
の
情
報
を
事

前
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
︒
さ
ら
に
︑
運
行
地
域
で

例
年
初
雪
の
時
期
が
い
つ
頃

か
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
で
︑

冬
用
タ
イ
ヤ
や
チ
ェ
ー
ン
な
ど

余
裕
を
も
っ
て
準
備
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
︒

②
雪
道
走
行
の
必
需
品

　

図
１
で
紹
介
し
た
も
の
の
ほ

か
︑
冬
用
タ
イ
ヤ
も
必
須
で

す
︒
冬
用
タ
イ
ヤ
は
大
き
く

分
け
て
︑﹁
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ

ヤ
﹂と﹁
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
タ
イ

ヤ
﹂の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
︒

装
着
さ
れ
て
い
る
タ
イ
ヤ
を
確

認
し
︑
ど
の
よ
う
な
性
能
を

発
揮
す
る
タ
イ
ヤ
な
の
か
を

　
大
雪
に
よ
る
交
通
事
故
や
ス
リ
ッ
プ
、
立
ち
往

生
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、
周
辺
道
路
の
大
渋
滞

を
招
き
、
迂
回
路
の
な
い
地
域
で
は
大
混
乱
を
来

し
ま
す
。
降
雪
地
域
を
運
行
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
時
期
に
ふ
さ
わ
し
い

雪
道
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
昨
年
、「
雪
道
対
策
」

に
つ
い
て
解
説
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
同
Ｄ
Ｖ
Ｄ
か
ら
、
雪
道
走
行
の
心
得
と

対
策
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
同
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
内
容
は
、
全
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ

き
、
雪
道
へ
の
備
え
を
万
全
に
整
え
て
く
だ
さ
い
。

理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
︒

2
出
発
時
の
ポ
イ
ン
ト

① 

出
発
時
に
は
燃
料
を
満
タ

ン
に

　

運
行
途
中
で
の
給
油
も
早

め
早
め
に
行
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
︒

　

雪
道
で
は
︑
普
通
の
道
路

と
比
べ
て
燃
料
消
費
が
早
く

な
り
ま
す
︒
ま
た
︑
渋
滞
し

た
時
な
ど
で
も
冬
は
車
内
暖

房
の
た
め
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
っ

ぱ
な
し
に
な
り
ま
す
︒
も
し
︑

真
冬
の
寒
さ
の
中
で
ガ
ス
欠

を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
ら
︑
命

に
関
わ
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
︒
で
す
か
ら
︑
冬
場
は
い
つ

も
よ
り
早
め
の
給
油
が
鉄
則

で
す
︒

3
運
行
途
中
の
ポ
イ
ン
ト

①
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
装
着

　

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
に
は
︑﹁
シ

ン
グ
ル
チ
ェ
ー
ン
﹂﹁
ト
リ
プ

ル
チ
ェ
ー
ン
﹂
な
ど
の
分
類
が

あ
り
ま
す
︒ま
た
︑﹁
ス
チ
ー
ル

チ
ェ
ー
ン
﹂
や
﹁
ワ
イ
ヤ
ー
チ

ェ
ー
ン
﹂
な
ど
の
種
類
が
あ
り

ま
す
︒
走
行
シ
ー
ン
に
合
っ
た

チ
ェ
ー
ン
を
選
定
し
ま
し
ょ
う
︒

　

装
着
場
所
が
ダ
ブ
ル
タ
イ

ヤ
の
場
合
︑
全
て
の
駆
動
軸

輪
に
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
装
着

す
る
の
が
理
想
で
す（
図
２
）︒

外
側
の
タ
イ
ヤ
の
み
に
装
着
し

な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
︒
ま
た
︑
ト
ラ
ク
タ
・
ト

レ
ー
ラ
の
場
合
︑
全
て
の
駆

動
軸
輪
と
ト
レ
ー
ラ
最
後
部

の
車
輪
に
装
着
し
ま
す
︒

②
車
間
距
離
を
取
っ
て
走
行

　

降
雪
時
は
︑
車
間
距
離
を

十
分
取
り
︑
心
と
時
間
に
ゆ

と
り
を
も
っ
て
走
行
し
ま
し
ょ

う
︒

③
地
吹
雪
時
の
走
行

　

走
行
中
に
強
い
地
吹
雪
が

発
生
し
た
ら
︑
慌
て
ず
︑
ハ

ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
け
て
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
し
︑
す
ぐ
に

安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し

ょ
う
︒

④ 

雪
道
で
ス
タ
ッ
ク
し
た
時
の

脱
出

　

タ
イ
ヤ
が
ス
リ
ッ
プ
し
た

り
︑
新
雪
に
は
ま
っ
た
場
合
に

は
︑
ゆ
っ
く
り
と
車
を
前
後

に
動
か
し
て
タ
イ
ヤ
周
辺
の
雪

を
踏
み
固
め
な
が
ら
脱
出
し

ま
す
︒
ま
た
︑
タ
イ
ヤ
の
下

に
毛
布
を
敷
き
︑
ゆ
っ
く
り

と
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で
脱
出

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
︒
さ

ら
に
︑
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
に

砂
を
詰
め
て
常
備
し
て
お
き
︑

ス
リ
ッ
プ
し
た
タ
イ
ヤ
の
下
と

外
周
に
砂
を
振
り
か
け
て
脱

出
す
る
方
法
も
良
い
で
し
ょ

う
︒

雪
道
走
行
の
心
得
と
対
策
ポ
イ
ン
ト

全ト協制作「雪道対策」ＤＶＤより

会社名 ㈲丸和運輸
代表者 代表取締役　大和　博見
本社 島根県安来市中津町 10
資本金 960 万円
従業員数 96 人（うちドライバー 88 人）
車両台数 67 台

会社概要

図２

駆動軸輪

図１

出発前に「道路情報」「ライブカメラ映像」の確認を！

　降雪に伴う運行中のトラブルを未然に防ぐためには、気象情報や道路情報など
を確認し、雪道対策を万全に整えてから出発する必要があります。
　国土交通省では、公式ホームページ（HP）の中に「冬の道路情報　雪みち情
報リンク集」を設けています。ここでは、全国各地の道路の積雪情報や冬期路線
閉鎖情報を確認することができます。
　また、国交省 HP には、各地方整備局などが配信しているライブカメラ映像の
リンク集もあります。
　これらのリンク集を参考にしていただき、雪道でのトラブル回避に努めましょう。

「冬の道路情報　雪みち情報リンク集」
・国交省 HP ＞政策・仕事＞道路＞道路防災情報＞雪防災＞冬の道路情報

「各地方整備局の取り組み　全国のライブカメラ」
・ 国交省 HP ＞政策・仕事＞道路＞道路防災情報＞各地方整備局の取組　全国

のライブカメラ

コラム②

本社営業所では道路情報やライブカメラなどの情
報を確認し、ドライバーとこまめに連絡を取り合う

冬
場
の
運
行
時
に
は
雪
へ
の
意
識
を
高
め
て

「
当
た
り
前
の
こ
と
」
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
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厚
生
労
働
省
で
は
︑
望
ま
し
い
食

生
活
に
つ
い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
示
し

た﹁
食
生
活
指
針
﹂
を
具
体
的
な
行

動
に
結
び
つ
け
る
も
の
と
し
て
︑
1

日
に
﹁
何
を
﹂﹁
ど
れ
だ
け
﹂
食
べ
た

ら
よ
い
か
の
目
安
を
分
か
り
や
す
く

イ
ラ
ス
ト
で
示
し
た
﹁
食
事
バ
ラ
ン

ス
ガ
イ
ド
﹂（
図
）を
取
り
ま
と
め
て

い
ま
す
︒

　
﹁
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
﹂を
参
考

に
し
て
︑
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
チ
ェ
ッ

ク
し
︑健
康
づ
く
り
に
繋
げ
ま
し
ょ
う
︒

※
﹁
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
﹂
は
︑

厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
︒

「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」

～
あ
な
た
の
食
事
は
大
丈
夫
？
～

厚労省2019・11・15

▼
時
は
元

禄
︑
俳
人

松
尾
芭
蕉

の
門
下
・

宝
井
其
角
は
︑
雪
降
り
し
き
る
中
︑

両
国
橋
の
た
も
と
で
︑
句
会
の
元
弟

子
・
子
葉
（
赤
穂
浪
士
・
大
高
源

吾
）
と
出
会
い
ま
す
︒
主
君
浅
野
内

匠
頭
が
︑
殿
中
で
吉
良
上
野
介
に
刃

傷
沙
汰
に
お
よ
び
︑
お
家
は
断
絶
︒

子
葉
は
竹
笹
売
り
に
身
を
や
つ
し

て
い
ま
し
た
︒
▼
久
し
ぶ
り
に
言
葉

を
交
わ
し
た
帰
り
際
︑
其
角
が
﹁
年

の
瀬
や　

水
の
流
れ
も　

人
の
身

も
﹂
と
上
の
句
を
投
げ
る
と
︑
子
葉

は
﹁
明
日
ま
た
る
る　

そ
の
宝
船
﹂

と
付
句
を
返
し
︑
立
ち
去
り
ま
し

た
︒
▼
そ
の
や
り
取
り
を
其
角
が
松

浦
の
殿
様
（
肥
前
平
戸
藩
主
）
に
伝

え
る
と
︑﹁
そ
れ
は
主
君
の
仇
討
ち

だ
！
我
も
助
太
刀
を
ば
せ
ん
﹂
と
︑

い
ざ
出
陣
す
る
か
の
勢
い
に
︒
歌
舞

伎
﹃
松
浦
の
太
鼓
﹄
は
︑
主
君
の
仇

を
討
っ
た
後
︑
討
ち
入
り
の
際
に
打

ち
鳴
ら
し
た
太
鼓
を
持
参
し
た
大

高
源
吾
が
︑
松
浦
の
殿
様
に
詳
細

を
伝
え
る
と
こ
ろ
で
幕
が
閉
じ
ま

す
︒
▼
今
年
の
﹃
秀
山
祭
九
月
大

歌
舞
伎
﹄（
東
京
・
歌
舞
伎
座
）
で

も
︑
初
代
中
村
吉
右
衛
門
が
得
意

と
し
た
演
目
の
一
つ
と
し
て
上
演
さ

れ
ま
し
た
︒
大
平
の
世
を
騒
然
と
さ

せ
た
四
十
七
士
の
行
動
は
︑
長
く
語

り
継
が
れ
て
い
ま
す
︒
▼
仇
討
ち

は
︑
国
を
出
立
し
仇
を
討
つ
ま
で
国

許
に
は
帰
れ
ず
︑
仇
を
討
て
ず
帰
れ

ば
︑
非
難
を
浴
び
ま
す
︒
仇
を
討
つ

者
︑
逃
げ
回
る
者
︑
双
方
が
精
神
を

病
み
追
い
詰
め
ら
れ
る
極
限
の
状

況
で
す
︒
▼
私
の
好
き
な
小
説
家
・

池
波
正
太
郎
の
﹃
鬼
平
犯
科
帳
﹄

や
﹃
剣
客
商
売
﹄
に
は
︑
仇
討
ち
の

場
面
が
度
々
登
場
し
ま
す
︒﹁
無
実

の
罪
を
着
せ
ら
れ
惨
殺
さ
れ
た
父

の
無
念
を
﹂︒﹁
同
僚
と
の
行
き
違
い

か
ら
刃
傷
沙
汰
に
﹂︒
何
れ
に
し
て

も
そ
こ
か
ら
期
限
の
な
い
孤
独
な
戦

い
が
始
ま
り
ま
す
︒﹁
切
捨
御
免
﹂

な
る
武
家
の
特
権
は
︑
士
農
工
商
の

最
た
る
象
徴
で
す
が
︑
そ
れ
に
巻
き

込
ま
れ
る
市
井
の
人
達
も
多
々
い

ま
し
た
︒
▼
ま
た
︑
私
の
好
き
な
時

代
劇
役
者
で
﹃
素
浪
人　

月
影
兵

庫
﹄
を
演
じ
た
近
衛
十
四
郎
（
俳

優
・
松
方
弘
樹
の
実
父
）
は
︑
太
刀

捌
き
が
圧
巻
で
し
た
︒
兵
庫
は
︑﹁
勧

善
懲
悪
﹂
を
絵
に
書
い
た
よ
う
な
主

人
公
で
︑
剣
は
滅
法
強
い
反
面
︑
情

に
厚
く
涙
脆
い
︑
愛
す
べ
き
人
柄
で

虜
に
な
り
ま
し
た
︒
快
刀
乱
麻
を
断

つ
よ
う
に
胸
が
ス
カ
ッ
と
す
る
状
況

を
演
出
す
る
名
作
で
し
た
︒
▼
現
代

に
置
き
換
え
る
と
︑
理
不
尽
な
事
柄

が
あ
っ
て
も
耐
え
忍
び
︑
何
事
も
な

か
っ
た
か
の
よ
う
に
振
る
舞
う
こ
と

も
﹁
是
﹂
で
す
が
︑
他
の
事
柄
に
邁

進
し
て
本
筋
を
忘
れ
︑
心
が
散
漫
に

な
り
目
的
を
失
う
の
は﹁
非
﹂で
す
︒

厳
し
い
風
雪
に
耐
え
な
が
ら
︑
天
に

向
け
て
青
々
と
真
っ
直
ぐ
に
立
つ

﹁
寒
青
﹂（
冬
の
松
）
の
如
く
あ
り

た
い
も
の
で
す
！ 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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宮
崎
県
都
城
市
に
本
社
を

構
え
る
㈲
昇
栄
運
送
で
は
︑

当
地
で
生
産
さ
れ
た
肉
用
牛

を
生
体
の
ま
ま
関
東
地
方
ま

で
輸
送
し
て
い
る
ほ
か
︑
飼

料
フ
ル
ト
レ
ー
ラ
ー
バ
ル
ク

車
に
よ
る
飼
料
の
配
達
︑
ま

た
飲
料
水
等
一
般
貨
物
の
輸

送
な
ど
も
手
が
け
て
い
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
の
ド
ラ
イ
バ

ー
は
働
き
盛
り
の
30
代
～
40

代
が
多
く
︑﹁
一
家
の
大
黒
柱
﹂

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
懸
命
に
働

き
︑
家
庭
生
活
を
支
え
て
い

る
︒
一
方
で
︑
長
距
離
乗
務

の
際
な
ど
に
は
︑
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
買
っ
て
き
た

弁
当
や
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
な

ど
で
食
事
を
済
ま
せ
て
し
ま

う
こ
と
が
少
な
く
な
い
と
い

う
︒
今
は
ま
だ
若
い
た
め
に

健
康
面
で
の
不
安
を
自
覚
し

て
い
な
く
て
も
︑
こ
の
よ
う

な
食
生
活
を
長
年
続
け
て
い

る
と
︑
健
康
へ
の
影
響
が
次

第
に
無
視
で
き
な
く
な
る
︒

　

一
家
を
支
え
る
ド
ラ
イ
バ

ー
の
健
康
状
態
が
悪
化
し
︑

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
仕
事
を

続
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
る

と
︑
家
庭
生
活
が
立
ち
行
か

な
く
な
っ
て
し
ま
う
︒
同
社

に
と
っ
て
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の

健
康
管
理
﹂
は
︑
会
社
の
経

営
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

も
︑
そ
し
て
従
業
員
や
そ
の

家
族
の
生
活
を
守
っ
て
い
く

た
め
に
も
︑
避
け
て
は
通
る

こ
と
の
で
き
な
い
経
営
課
題

と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
︒

　

そ
う
し
た
中
で
坂
元
社
長

は
︑全
国
健
康
保
険
協
会（
協

会
け
ん
ぽ
）
宮
崎
支
部
が
進

め
て
い
る
﹁
健
康
宣
言
事
業

所
﹂
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
︑

地
元
商
工
会
議
所
か
ら
聞
い

た
︒
そ
れ
を
受
け
て
同
社
で

も
今
年
２
月
に﹁
健
康
宣
言
﹂

を
行
い
︑
従
業
員
の
健
康
づ

く
り
へ
の
取
り
組
み
を
加
速

さ
せ
る
こ
と
に
し
た
︒

　

さ
て
︑
協
会
け
ん
ぽ
宮
崎

支
部
に
所
属
す
る
事
業
者
が

﹁
健
康
宣
言
﹂
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
︑

﹁
健
康
診
断
の
１
０
０
％
受

診
﹂（
必
須
項
目
）
の
ほ
か
︑

﹁
食
﹂﹁
運
動
﹂﹁
禁
煙
﹂﹁
心

の
健
康
﹂（
そ
れ
ぞ
れ
任
意

項
目
）
な
ど
の
取
り
組
み
項

目
を
事
業
者
が
決
め
︑
従
業

員
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
︒
こ

こ
で
は
︑
同
項
目
に
従
っ
て
︑

同
社
に
お
け
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
︒

　

ま
ず
﹁
健
康
診
断
﹂
に
つ

い
て
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は

年
２
回
受
診
を
義
務
付
け
て

い
る
︒
も
ち
ろ
ん
︑
受
診
率

は
１
０
０
％
で
あ
る
︒
健
診

は
︑
同
社
の
近
く
に
あ
る
指

定
の
診
療
所
で
受
け
さ
せ
る

　

と
こ
ろ
で
︑
健
康
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て

は
︑
定
期
的
な
﹁
運
動
﹂
が

欠
か
せ
な
い
︒

　

同
社
に
お
け
る
﹁
運
動
﹂

の
取
り
組
み
と
し
て
は
︑
毎

年
５
月
に
﹁
ボ
ー
リ
ン
グ
交

流
会
﹂
を
開
催
し
て
い
る
︒

ま
た
︑近
年
は﹁
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
交
流
会
﹂
も
開
催
す
る
よ

う
に
な
っ
た
︒
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
交
流
会
の
開
催
当
日
が
迫

っ
て
く
る
と
︑
毎
日
の
よ
う

に
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

汗
を
流
し
て
交
流
会
に
備
え

る
と
い
う
従
業
員
も
い
る
よ

う
で
︑意
気
込
み
が
窺
え
る
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
は
日
頃
運

動
す
る
機
会
が
少
な
く
︑
運

よ
う
に
し
︑
受
診
漏
れ
を
防

い
で
い
る
︒

　

同
社
の
取
り
組
み
の
中
で

出
色
な
の
は
︑
従
業
員
全
員

の
健
診
の
受
診
結
果
を
ま
と

め
て
社
内
で
保
管
し
︑
い
つ

で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
ま
ず
︑

健
診
結
果
は
同
社
の
担
当
者

が
確
認
し
︑
基
準
値
よ
り
も

高
め
の
項
目
が
あ
る
従
業
員

に
対
し
て
は
︑
ア
ド
バ
イ
ス

や
受
診
勧
奨
を
行
う
よ
う
に

し
て
い
る
︒そ
れ
と
は
別
に
︑

従
業
員
ご
と
に
過
去
５
年
分

の
健
診
結
果
が
分
か
る
一
覧

表
（
写
真
左
上
）
を
︑
健
診

を
実
施
し
た
診
療
所
の
医
師

が
作
成
し
︑
医
師
か
ら
の
所

見
な
ど
も
記
載
し
た
上
で
同

社
に
提
出
︒
同
社
で
こ
の
一

覧
表
を
保
管
し
て
い
く
こ
と

で
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
従
業
員
の

長
年
の
健
康
状
態
の
変
化
を

動
習
慣
を
身
に
付
け
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
思
い
で
こ
れ

ら
の
交
流
会
を
企
画
し
ま
し

た
︒
ま
た
︑
乗
務
中
の
休
憩

時
間
な
ど
に
も
体
を
動
か
し

て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
︑
当

社
で
は
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
も

推
奨
し
て
い
ま
す
︒
ド
ラ
イ

バ
ー
は
乗
務
中
の
ほ
と
ん
ど

の
時
間
を
座
っ
て
過
ご
す
た

め
筋
肉
が
衰
え
や
す
く
︑
そ

の
た
め
に
腰
痛
に
な
る
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
︒
運
動

を
定
期
的
に
取
り
入
れ
て
い

く
こ
と
で
︑
健
康
維
持
に
繋

げ
て
も
ら
え
れ
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
﹂（
同
）

　

ま
た
︑﹁
禁
煙
﹂
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
は
︑
本
社
事
務

所
内
を
禁
煙
に
定
め
る
と
と

も
に
︑
外
に
喫
煙
所
を
２
か

所
設
置
し
︑
受
動
喫
煙
防
止

に
繋
げ
て
い
る
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
徐
々
に
禁
煙

化
・
分
煙
化
の
波
が
広
が
り

を
見
せ
て
い
る
中
で
︑﹁
こ
れ

を
契
機
に
︑
禁
煙
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
よ
う
﹂
と
考
え
る
人

も
少
な
く
な
い
︒
し
か
し
︑

こ
れ
ま
で
習
慣
的
に
喫
煙
し

て
い
た
人
に
と
っ
て
は
︑
禁

煙
時
の
﹁
口
寂
し
さ
﹂
が
苦

痛
に
感
じ
ら
れ
︑
そ
れ
を
紛

ら
わ
せ
る
た
め
に
つ
い
つ
い
喫

煙
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
︒

同
社
で
は
︑
禁
煙
に
取
り
組

ん
で
い
る
従
業
員
の
た
め
に
︑

事
務
所
内
に
飴
や
梅
干
し
な

ど
と
い
っ
た
口
に
で
き
る
も
の

を
常
備
し
︑
禁
煙
に
取
り
組

む
従
業
員
を
後
押
し
し
て
い

る
︒

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
な
ど

が
功
を
奏
し
︑
同
社
で
は
喫

煙
者
が
少
し
ず
つ
減
少
傾
向

に
あ
る
と
い
う
︒

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
︒

　
﹁
健
診
結
果
を
個
人
別
に
︑

一
覧
表
の
形
で
医
師
に
ま
と

め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
︑
各

従
業
員
の
健
康
状
態
の
変
化

が
ひ
と
目
で
分
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
︒
ま
た
︑
医
師

と
し
て
も
︑
会
社
指
定
の
診

療
所
で
健
診
を
継
続
的
に
実

施
し
て
い
る
た
め
︑
そ
れ
ぞ

れ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
合
わ
せ

た
︑
よ
り
効
果
的
な
健
康
指

導
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
︒
指
導
を
受
け
る
ド
ラ
イ

バ
ー
も
︑﹃
自
分
の
こ
と
を
知

っ
て
く
れ
て
い
る
︑
か
か
り
つ

け
の
医
師
﹄
に
話
を
し
て
も

ら
う
こ
と
で
︑
よ
り
納
得
度

の
高
い
形
で
自
身
の
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
す
︒
さ
ら
に
︑
診
療
所

が
会
社
の
近
く
に
あ
る
た
め
︑

体
の
不
調
を
感
じ
た
際
に
診

察
を
受
け
に
行
き
や
す
い
と

い
う
の
も
︑
当
社
と
し
て
は

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

ま
す
﹂（
坂
元
社
長
）

　

さ
て
︑
従
業
員
の
﹁
心
の

健
康
﹂
に
関
し
て
同
社
が
大

事
に
し
て
い
る
の
は
︑
毎
日

の
対
面
点
呼
で
あ
る
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
体
調
や
心

の
状
態
が
良
く
な
い
と
︑
点

呼
の
際
の
顔
色
や
目
の
様
子

に
そ
れ
が
表
れ
て
く
る
︒
点

呼
を
行
う
運
行
管
理
者
は
︑

普
段
と
比
べ
て
ド
ラ
イ
バ
ー

の
様
子
に
変
化
が
な
い
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
︑
声
か
け
を
積

極
的
に
行
う
よ
う
に
し
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
心
の
状
態
も
確

認
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た

同
社
の
健
康
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
に
よ
り
︑
従
業
員
の

健
康
へ
の
意
識
も
高
ま
り
を

見
せ
て
い
る
と
い
う
︒

　
﹁﹃
健
康
宣
言
事
業
所
﹄
と

し
て
従
業
員
の
健
康
づ
く
り

を
強
化
し
た
こ
と
で
︑
従
業

員
の
間
に
健
康
へ
の
自
覚
が

生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
︒
自

動
販
売
機
で
飲
み
物
を
選
ぶ

際
に
も
︑
以
前
は
炭
酸
飲
料

や
砂
糖
入
り
の
甘
い
コ
ー
ヒ

ー
な
ど
好
き
な
飲
み
物
を
選

ん
で
い
た
人
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
︑
今
で
は
ブ
ラ
ッ
ク

コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
な
ど
と
い

っ
た
︑
無
糖
で
カ
ロ
リ
ー
が

抑
え
ら
れ
た
飲
み
物
を
選
ぶ

人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

　

従
業
員
の
健
康
づ
く
り
へ

の
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
︑

同
社
で
は
﹁
食
﹂
へ
の
対
策

を
進
め
て
い
き
た
い
と
し
て

い
る
︒

　

同
社
の
内
勤
の
事
務
員

は
︑
昼
食
と
し
て
自
宅
で
作

っ
た
弁
当
な
ど
を
持
っ
て
く

る
こ
と
が
多
い
︒
し
か
し
︑

弁
当
の
中
身
を
見
る
と
︑
か

ら
揚
げ
や
コ
ロ
ッ
ケ
と
い
っ
た

揚
げ
物
な
ど
﹁
茶
色
い
お
か

ず
﹂
が
目
立
つ
と
い
う
︒
茶

色
い
お
か
ず
だ
け
で
は
な
く
︑

緑
黄
色
野
菜
な
ど
も
入
れ
て

カ
ラ
フ
ル
な
弁
当
を
作
れ

ば
︑
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
整
っ

て
く
る
（
別
掲
参
照
）︒
坂

元
社
長
は
︑
時
に
従
業
員
の

弁
当
の
中
身
を
確
認
し
︑﹁
茶

色
い
お
か
ず
に
偏
ら
な
い
よ

う
に
﹂﹁
量
を
も
う
少
し
抑

え
て
み
て
は
﹂
な
ど
と
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
こ
と
も
あ
る
と

い
う
︒
ま
た
︑
コ
ン
ビ
ニ
弁

当
や
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
な
ど

を
食
べ
る
こ
と
の
多
い
長
距

離
運
行
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
て
は
︑
自
宅
に
帰
っ
た
時

に
は
家
族
の
手
作
り
料
理
を

食
べ
る
よ
う
に
勧
め
て
い
る
︒

　
﹁
日
頃
の
不
摂
生
は
血
流

を
悪
く
し
︑
体
の
不
調
や
病

気
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な

り
ま
す
︒
体
に
優
し
い
食
べ

物
が
︑
健
康
な
体
を
作
り
ま

す
︒
健
康
な
状
態
で
あ
れ
ば
︑

従
業
員
も
前
向
き
に
仕
事
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

食
生
活
を
見
直
し
︑
従
業
員

の
皆
さ
ん
に
よ
り
元
気
に
過

ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
︑

当
社
で
は
﹃
食
﹄
の
視
点
か

ら
の
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈲
昇
栄
運
送

　

坂
元
尊
彦
代
表
取
締
役

　
従
業
員
が
健
康
に
働
く
こ
と
の
で

き
る
職
場
づ
く
り
は
、
会
社
の
事
業

を
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
最
も
重

要
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
労
働

者
の
健
康
を
巡
る
状
況
を
み
る
と
、

近
年
我
が
国
に
お
い
て
過
労
死
等
が

多
発
し
て
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
な
ど
、
職
場
に
お
け
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や
過
重
労
働
に
よ

る
健
康
障
害
防
止
対
策
は
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
企
画
で
は
「
健
康
職

場
づ
く
り
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
運
送
事
業
者
の
事
例
な
ど
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
宮
崎
県
都
城
市
の
有
限

会
社
昇
栄
運
送
（
坂
元
尊
彦
代
表
取

締
役
）
に
お
け
る
取
り
組
み
で
す
。

❖
従
業
員
は
会
社
と
家
庭
を
守
る
「
大
黒
柱
」

大
切
な
従
業
員
を
守
る
た
め
健
康
づ
く
り
に
着
手

第
16
回  

有
限
会
社
昇
栄
運
送
（
宮
崎
県
都
城
市
）

❖
指
定
診
療
所
で
継
続
的
に
健
診
を
実
施

長
年
の
「
デ
ー
タ
」
で
健
康
状
態
の
変
化
を
つ
か
む

❖
運
動
の
機
会
を
提
供
す
る
社
内
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
中
の
従
業
員
へ
の
対
応
も

❖
体
に
優
し
い
食
べ
物
が
健
康
な
体
を
作
る

「
食
」の
視
点
か
ら
の
健
康
づ
く
り
を
加
速
へ

坂元　尊彦
代表取締役

有限会社昇栄運送
会社所在地� 宮崎県都城市
� 山田町山田 735-8
資本金� 1,800 万円
創　立� 平成元年４月１日
従業員数� 41 人（うちドライバー35 人）
車両数� 50 台

SV＝サービング（食事の
提供量の単位）の略。詳
細は厚労省HP「食事バラ
ンスガイド」を参照のこと

いきいきと働くことのできるトラック運送業界を目指して

経
営
維
持
に
避
け
て
通
れ
な
い
「
従
業
員
の
健
康
管
理
」

健
診
結
果
を
長
年
記
録
　
効
果
的
な
健
康
づ
く
り
に
繋
げ
る

「健康職場づくり」
  事 業 者 訪 問

ドライバーごとに５年間の健診データを記録。医師からの所見も記載されており、健康
状態の変化を追うことができる

ソフトボール交流会などの開催を通じて運
動する機会を提供している

日
々
の
対
面
点
呼
に
よ
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
心
身
の
状
態
を
見
極
め
る


